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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
京
都
駅
前
を
本
店
と
し
た
丸
物
が
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

豊
橋
市
に
支
店
を
開
設
し
た
際
に
生
じ
た
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
同
年
前
後

の
同
市
に
お
け
る
商
店
街
の
形
成
と
動
向
を
交
え
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
が
進
め
て
き
た
研
究
を
踏
ま
え
、
昭
和
初
期
に
多
く
の
地

方
都
市
で
反
百
貨
店
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
背
景
と
、
本
稿
で
の
問
題
意

識
と
を
結
び
つ
け
た
見
解
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
る）

1
（

。

　

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
市
の
呉
服
系
百
貨
店
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
後

期
に
か
け
て
近
代
的
設
備
を
有
す
る
大
型
店
舗
を
構
え
て
、
売
場
内
に
お
い

て
豊
富
な
品
揃
え
を
目
指
す
こ
と
で
大
規
模
小
売
業
と
し
て
成
立
し
た
。
そ

れ
の
み
か
、
昭
和
初
期
の
大
阪
か
ら
は
じ
ま
っ
た
電
鉄
系
百
貨
店
（
阪
急
百

貨
店
）
や
新
興
百
貨
店
（
丸
物
、
伊
勢
丹
）
が
入
り
混
じ
っ
て
、
百
貨
店
の

大
衆
化
と
と
も
に
大
都
市
に
お
い
て
百
貨
店
間
の
競
争
が
一
段
と
激
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
越
、
松
坂
屋
、
髙
島
屋
、
白
木
屋
な
ど
の
大
都
市
系
百
貨
店

に
よ
る
出
張
販
売
が
地
方
都
市
へ
向
け
て
頻
繁
に
展
開
し
、
地
元
小
売
商
の

経
営
に
大
打
撃
を
与
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
百
貨
店
の
出
張
販
売
の
延
長
線
上
で
、
三
越
と
松
坂
屋
の
二
大

呉
服
系
百
貨
店
は
お
互
い
に
競
争
意
識
を
持
っ
て
支
店
設
置
を
計
画
し
た
。

勿
論
、
各
地
の
地
元
小
売
商
は
、
両
百
貨
店
の
出
張
販
売
と
支
店
設
置
計
画

に
対
し
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
。
と
く
に
、
松
坂
屋
が
乗
り
出
し
た
静
岡
駅

前
へ
の
出
店
に
対
し
て
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
月
の
計
画
浮
上
後

に
地
元
小
売
商
が
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
全
国
的

に
反
百
貨
店
運
動
が
広
が
る
起
因
の
一
つ
と
な
っ
た）

2
（

。

　

大
都
市
系
百
貨
店
の
支
店
設
置
や
地
方
百
貨
店
の
設
立
が
、
東
海
、
九
州
、

瀬
戸
内
海
の
地
方
都
市
に
お
い
て
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
ま
で
に
集

昭
和
七
年
豊
橋
市
へ
の
京
都
丸
物
の
進
出
と
反
対
運
動

末　

田　

智　

樹＊

＊
人
文
学
部
准
教
授
―
経
済
地
理
学
・
日
本
経
営
史



昭和七年豊橋市への京都丸物の進出と反対運動

（２）

（2）105

中
し
た
。
こ
れ
ら
の
百
貨
店
は
、
各
商
業
地
域
の
個
人
商
店
が
協
力
し
て
結

成
し
た
商
店
街
を
中
軸
と
し
た
地
方
都
市
の
経
済
循
環
を
脅
か
す
存
在
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
三
つ
の
地
方
に
て
商
店
街
の
組
織
化
が
一
段
と
進

み
、
当
然
な
が
ら
数
多
く
の
反
百
貨
店
運
動
と
そ
の
後
に
競
り
合
い
が
生
じ

た
。
地
方
都
市
に
て
大
都
市
系
百
貨
店
が
開
業
し
た
背
景
に
は
、
実
は
地
元

有
力
企
業
や
商
工
会
議
所
・
市
役
所
等
が
地
方
都
市
発
展
の
重
要
な
起
爆
剤

と
し
て
、
大
都
市
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
や
支
店
設
置
を
誘
致
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
従
来
の
反
百
貨
店
運
動
の
構
図
と
は
異
な
っ
た
新

た
な
構
図
が
想
定
で
き
る）

3
（

（
図
1
）。

　

丸
物
が
豊
橋
市
で
の
支
店
設
置
を
計
画
し
た
時
期
は
、
既
述
の
松
坂
屋
の

静
岡
駅
前
出
店
計
画
に
対
す
る
反
対
運
動
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
丸
物
支
店
設
置
へ
の
反
対
運
動
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
組

織
化
し
た
豊
橋
市
の
商
店
街
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
意
義
は
十
分
に

高
い
と
考
え
る
。

　

豊
橋
市
で
は
、
丸
物
に
よ
る
支
店
設
置
計
画
が
浮
上
す
る
以
前
の
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
同
七
年
（
一
九
三
二
）
に
か
け
て
、
東
京
の
大
都
市

系
百
貨
店
と
名
古
屋
市
の
松
坂
屋
、
十
一
屋
、
中
村
呉
服
店
の
出
張
販
売
が

展
開
し
た
。
最
も
近
く
に
接
す
る
戦
前
の
六
大
都
市
に
あ
げ
ら
れ
る
名
古
屋

市
の
百
貨
店
・
大
商
店
が
、
と
く
に
市
内
小
売
商
に
対
し
多
大
な
損
害
を
与

え
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
に
お
い
て
対
抗
策
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た）

4
（

。

　

豊
橋
市
で
は
、
お
も
に
豊
橋
市
と
豊
橋
商
工
会
議
所
と
市
内
小
売
商
に
よ

る
個
別
あ
る
い
は
共
同
的
な
対
抗
策
を
講
じ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
第
一

に
は
、
旧
商
店
街
と
新
商
店
街
や
大
商
人
と
小
商
人
の
間
で
対
立
お
よ
び
競

争
を
み
せ
つ
つ
、
種
々
の
催
し
に
よ
る
営
業
を
展
開
し
て
い
た
。
第
二
に
は
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
市
内
の
百
貨
店
と
し
て
旭
デ
パ
ー
ト
と
エ
ビ
ス

屋
百
貨
店
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
も
重
な
っ
て
各
商
店
は
二
つ
の
百
貨
店
の
開

店
前
後
か
ら
以
前
に
も
増
し
て
対
抗
し
は
じ
め
た
。
第
三
に
は
、
百
貨
店
の

出
張
販
売
や
支
店
設
置
の
噂
が
行
き
交
う
こ
と
で
、
市
内
小
売
商
（
以
下
、

図1　反百貨店運動の構図の変化
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引
用
文
以
外
は
同
じ
）
の
み
な
ら
ず
豊
橋
市
の
産
業
全
体
に
刺
激
を
与
え
、

そ
れ
ら
は
様
々
な
対
抗
策
を
編
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
発
な
商
業
活
動
が

市
内
小
売
商
を
疲
弊
さ
せ
る
方
向
で
は
な
く
、
む
し
ろ
新
旧
商
店
街
を
中
核

に
、
豊
橋
市
に
お
い
て
近
代
的
商
業
地
域
を
形
成
さ
せ
る
方
向
に
動
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
同
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
ま
で
の
豊
橋

市
の
市
内
小
売
商
は
、
と
り
わ
け
三
越
、
白
木
屋
な
ど
東
京
の
百
貨
店
と
名

古
屋
市
の
百
貨
店
・
大
商
店
か
ら
の
攻
勢
を
受
け
て
警
戒
し
て
い
た
。
拙
稿

で
使
用
し
た
新
聞
記
事
か
ら
は
、
市
内
小
売
商
が
こ
れ
ら
の
大
都
市
系
百
貨

店
の
動
向
に
対
し
着
目
し
て
い
た
も
の
の
、
丸
物
に
つ
い
て
は
取
り
立
て
て

注
意
を
払
っ
て
い
た
と
い
う
様
子
は
う
か
が
え
な
か
っ
た）

5
（

。

　

次
節
で
は
、
当
時
の
豊
橋
市
の
商
店
街
の
状
況
に
関
し
て
統
計
的
資
料
か

ら
概
観
し
、豊
橋
市
の
商
店
街
・
商
業
地
域
の
形
成
状
況
を
確
認
す
る
。
次
々

節
で
は
第
一
に
同
時
期
に
お
け
る
丸
物
の
本
支
店
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
、

第
二
に
丸
物
が
豊
橋
市
へ
の
進
出
＝
支
店
設
置
を
仕
掛
け
て
い
た
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
。
最
終
節
で
は
、
丸
物
に
対
す
る
反
対
運
動
の
実
態
や
市
内
小

売
商
と
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
。

二
、
豊
橋
市
の
商
店
街
に
お
け
る
小
売
商
の
営
業
展
開

　

昭
和
九
・
十
年
（
一
九
三
四
・
三
五
）
頃
の
大
都
市
に
お
け
る
商
店
街
の

状
況
や
特
徴
に
つ
い
て
は
、
平
井
泰
太
郎
が
次
の
三
点
を
指
摘
し
た）

6
（

。
第
一

に
は
、
大
都
市
系
百
貨
店
の
影
響
を
受
け
て
い
た
商
店
街
で
は
、
都
市
生
活

の
近
代
化
に
伴
う
変
化
が
著
し
か
っ
た
。
第
二
に
は
、
と
く
に
店
舗
自
体
の

表
構
え
の
改
造
が
か
な
り
行
わ
れ
、
数
年
な
ら
ず
し
て
商
店
街
は
面
目
を
一

新
し
つ
つ
あ
っ
た
。
第
三
に
は
、
商
店
街
の
な
か
で
呉
服
、
雑
貨
、
そ
の
他

の
家
庭
用
品
な
ど
の
買
回
品
を
取
り
扱
う
商
店
が
、
新
規
開
業
す
る
際
に
大

都
市
系
百
貨
店
の
あ
お
り
を
相
当
受
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
平
井
は
、
大
都
市
系
百
貨
店
が
当
時
の
大
都
市
に
お
け
る
生

活
文
化
の
近
代
化
と
、
商
店
街
の
各
商
店
の
営
業
活
動
に
影
響
を
頗
る
与
え

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
筆
者
は
、
大
都
市
の
み
な
ら
ず
地
方
都
市
に
対

し
て
も
、
平
井
の
三
つ
の
指
摘
が
存
在
し
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
平
井
の
見

解
で
気
付
く
点
は
、
第
三
の
商
店
街
に
し
わ
寄
せ
が
及
ん
で
い
た
だ
け
で
な

く
、
第
二
に
あ
る
よ
う
な
商
店
の
営
業
活
動
の
改
善
に
作
用
す
る
と
い
っ
た

プ
ラ
ス
の
方
向
に
働
い
て
い
た
と
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
こ

の
点
に
着
眼
し
、
地
方
都
市
へ
の
大
都
市
系
百
貨
店
の
進
出
に
対
す
る
反
対

運
動
の
分
析
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

拙
稿
で
は
、
豊
橋
市
に
お
け
る
大
都
市
系
百
貨
店
へ
の
対
抗
策
に
ウ
ェ
ー

ト
を
置
い
た
市
内
小
売
商
の
営
業
展
開
と
商
店
街
の
成
立
状
況
に
関
し
て
、

当
時
の
豊
橋
市
の
新
聞
記
事
か
ら
そ
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
拙
稿

を
客
観
化
す
る
た
め
に
も
、本
稿
で
は
『
昭
和
十
年
全
国
商
店
街
調
査
資
料
』

を
使
用
す
る
。
以
下
、
当
時
の
商
店
街
の
分
類
と
東
海
地
方
の
商
店
街
を
概

観
し
な
が
ら
、
豊
橋
市
に
お
け
る
商
店
街
の
成
立
状
況
と
商
店
の
営
業
展
開

に
つ
い
て
探
っ
て
い
こ
う）

7
（

。

　

表
1
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
当
時
の
商
店
街
に
お
け
る
小

売
店
の
分
類
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
国
勢
調
査
を
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基
礎
と
し
、
そ
の
後
の
東
京
市
商
業
調
査
の
分
類
表
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
第
1
種
の
衣
料
品
種
に
お
い
て
、
第
1
類
の
織
物
・
被
服

類
は
（
一
）
呉
服
・
太
物
・
麻
織
物
商
、（
二
）
洋
反
物
・
羅
紗
商
、（
三
）

洋
服
商
、（
四
）
婦
人
子
供
服
商
、（
五
）
蒲
団
・
夜
具
商
、（
六
）
毛
布
類

商
の
六
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
3
類
の
小
間
物
・
洋
品
類
に
は
帽
子
商
、

第
4
類
の
履
物
・
雨
具
類
に
は
洋
傘
が
含
ま
れ
る
。

　

第
2
種
の
食
料
品
種
で
は
、
第
10
類
の
酒
類
に
和
洋
酒
・
清
涼
飲
料
商
、

第
11
類
の
菓
子
・
パ
ン
類
に
和
洋
菓
子
商
が
入
っ
て
お
り
、
商
店
街
の
小
売

店
に
お
い
て
「
洋
」
の
字
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
第
5
種
の
文
化

品
種
を
み
る
と
、
様
々
な
文
化
品
の
小
売
店
が
登
場
し
、
生
活
品
の
み
な
ら

ず
文
化
品
の
近
代
化
が
進
み
、
消
費
者
に
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
平
井
が
言
う
大
都
市
系
百
貨
店
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
商
店
街
が
大
都
市
系
百
貨
店
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
表
1

の
全
39
類
の
87
業
種
が
揃
う
こ
と
で
、「
平
面
デ
パ
ー
ト
」「
横
の
デ
パ
ー
ト
」

「
横
の
百
貨
店
」
の
方
策
を
選
ん
で
い
た
理
由
が
知
れ
る）

8
（

。

　

表
2
は
、
商
店
街
の
小
売
店
以
外
の
分
類
表
で
あ
る
。
第
1
種
に
は
、
百

貨
店
が
物
品
販
売
業
者
の
先
鋒
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
建
物

の
階
数
に
よ
っ
て
、
百
貨
店
を
大
・
中
・
小
規
模
の
三
形
態
に
分
類
し
た
。

均
一
連
鎖
店
と
し
て
は
10
銭
20
銭
ス
ト
ア
ー
が
み
ら
れ
、
小
売
市
場
に
お
い

て
も
生
鮮
食
料
品
も
し
く
は
日
用
品
の
ど
ち
ら
か
を
主
と
す
る
公
私
市
場
の

四
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

補
助
業
者
と
し
て
は
金
融
機
関
の
銀
行
や
保
険
業
者
、
倉
庫
業
者
が
あ
り
、

そ
の
他
に
は
病
院
、
神
社
仏
閣
が
含
ま
れ
た
。
こ
こ
で
際
立
つ
の
が
第
3
種

の
接
客
業
者
で
あ
る
。
劇
場
と
映
画
館
か
ら
は
じ
ま
り
、玉
突
屋（
ビ
リ
ヤ
ー

ド
場
）、
理
髪
店
、
風
呂
屋
、
旅
館
、
料
理
屋
、
そ
し
て
飲
食
店
に
お
い
て

も
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
表
1
・
2
の
業
種
を
参
考
に
し
、
豊
橋
市
に
お
け
る
商
店
街
と
そ
こ

で
の
商
店
の
動
向
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

　

表
3
に
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
十
日
に
調
査
さ
れ
た
東
海

地
方
に
お
け
る
商
店
街
の
位
置
と
街
路
状
況
の
一
覧
を
載
せ
た
。
人
口
数
で

は
名
古
屋
市
は
別
格
と
し
て
、
豊
橋
市
は
静
岡
市
に
次
い
で
多
く
、
二
番
目

で
あ
っ
た
。
商
店
街
の
数
か
ら
で
は
、
岡
崎
市
に
次
い
で
四
つ
の
商
店
街
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
岡
崎
市
は
八
つ
の
商
店
街
を
有
し
、

東
海
地
方
最
大
の
商
店
街
数
を
誇
っ
て
い
た
。
こ
れ
と
と
も
に
特
筆
す
べ
き

点
は
、
交
通
機
関
と
し
て
バ
ス
路
線
が
開
通
し
て
い
た
商
店
街
が
豊
橋
市
を

は
じ
め
多
数
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
豊
橋
市
の
ほ
か
岡
崎
市

と
名
古
屋
市
は
市
電
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
時
期
の
東
海

地
方
で
は
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
交
通
手
段
の
整
え
ら
れ
た
商
店
街
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
点
は
、
地
方

都
市
に
お
け
る
近
代
的
商
業
地
域
の
形
成
状
況
を
示
す
材
料
に
も
な
ろ
う
。

　

表
4
か
ら
は
、
豊
橋
市
の
商
店
街
に
お
け
る
小
売
店
の
営
業
状
態
の
特
徴

が
把
握
で
き
る
。
第
一
に
、
四
つ
の
商
店
街
に
お
け
る
小
売
店
の
開
業
年
次

の
特
徴
と
し
て
は
、
明
治
年
間
の
開
業
で
は
花
園
町
通
と
札
木
町
が
多
く
、

花
園
町
通
は
大
正
期
と
昭
和
初
期
ま
で
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
店
舗
が
増
加
し
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
松
竹
館
通
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
後
に
、
8
店

舗
を
除
く
57
店
舗
が
開
業
し
、
商
店
街
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
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表1　商店街の小売店の分類表

小売店の分類表
第1種
衣料品種
15業種

第1類　 織物、被服類
第2類　 糸物類
第3類　 小間物、洋品類
第4類　 履物、雨具類
第5類　 毛皮、皮革製品類

第2種
食料品種
16業種

第6類　 穀類、粉類
第7類　 蔬菜（野菜）、果物類
第8類　 魚介藻類
第9類　 鳥獣肉類
第10類　酒類、調味料、飲料
第11類　菓子、パン類
第12類　茶類
第13類　 その他（豆腐、煙草、その

他）の食料品類
第3種
住料品類
15業種

第14類　木材、竹材類
第15類　 石材、瓦、煉瓦、セメント、

土砂類
第16類　建具、家具、指物
第17類　畳表、莚、荒物類
第18類　陶磁器、硝子品類
第19類　金属材料、金属器具類
第20類　電器機械、電気器具

第4種
燃料品種
4業種

第21類　薪炭類
第22類　石炭類
第23類　油類その他

第5種
文化品種
22業種

第24類　紙、製紙品、文具類
第25類　玩具、運動用具、遊戯品類
第26類　薬品、染料、化粧品類
第27類　時計、貴金属、眼鏡類
第28類　楽器、蓄音機、ラジオ類
第29類　 写真機、医療機、科学機、

度量衡器類
第30類　図書雑誌、新聞類
第31類　美術工芸、書画骨董類
第32類　花、盆栽、造花類

第6種
生産用品種
13業種

第33類　肥料、飼料、種苗類
第34類　農具、船具、漁具
第35類　車両類
第36類　鉄砲、火薬類
第37類　動力機、工作機、工具

第7種　2業種
その他の品種

第38類　日用雑貨類
第39類　以上の分類に入らざるもの

出所） 『昭和10年全国商店街調査資料　別巻（編集復刻版）』
（不二出版、2007年）所収の「商店街調査を終りて」
74～ 77頁より作成。

備考） （　）の補足は筆者によるものもあり、旧字体も含め
読みやすくするために適宜加筆した。

表2　商店街の小売店以外の分類表

小売店以外の分類表
第1種
物品販売業者

第1類　百貨店
　1、大規模百貨店（5階以上）
　2、中規模百貨店（3階、4階）
　3、小規模百貨店（1階、2階）
第2類　均一連鎖店
　4、10銭20銭ストアー
　5、その他の連鎖店
第3類　小売市場
　6、生鮮食料品を主とする市場（公

私別）
　7、その他の日用品を主とする市場
（公私別）

第4類　卸売業者
　8、卸売業
　9、貿易商

第2種
補助業者

第5類　金融機関
　10、銀行
　11、その他
第6類　保険、倉庫及び運送
　12、保険業者
　13、倉庫業者
　14、運送店（ガレージを含む）

第3種
接客業者

第7類　劇場、映画館
　15、寄席、劇場
　16、映画館
第8類　玉突、麻雀類
　17、玉突屋、麻雀屋
第9類　理髪、結髪、美容業
　18、理髪店、美容店、結髪所
第10類　風呂屋業
　19、風呂屋
第11類　旅館、料理屋
　20、旅館
　21、料理屋
第12類　飲食店、カフェ
　22、うどん・そば屋
　23、和食店
　24、洋食店
　25、喫茶店
　26、カフェ、バー
第13類　その他の接客業者
　27、以上の分類に入らざるもの

第4種
その他

第14類　医師、病院
　28、医院、病院（歯科医を含む）
第15類　社寺、住宅、事務所
　29、神社、仏閣、教会
　30、事務所
　31、住宅
第16類　空地、空家、その他
　32、空地
　33、空家
　34、その他

出所） 前掲『昭和10年全国商店街調査資料　別巻』所収の「商
店街調査を終りて」77～ 78頁より作成。

備考） 旧字体も含め読みやすくするために適宜加筆した。
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表3　東海地方における商店街の位置・街路などの状況一覧

市名（人口） 商店街名 位置 形状 長さ（町） 幅員（間） 舗装 交通機関

清水市
（61,123）

1　志茂町通 市のやや東北 直線（東西） 3.5 4 有 バス

静岡市
（200,736）

1　呉服町通
2　七間通

市の中心
市の中心

直線
直線

8.0
7.0

4
8

有
有

バス
無

浜松市
（133,336）

1　御幸通
2　昭和田町通
3　砂山町通

市の中心
市のやや北
市の南方

直線（東西）
直線（東西）
直線（南北）

3.0
2.0
1.3

12
8
3

有
有
有

バス
バス
バス

豊橋市
（140,736）

1　松竹館通
2　花園町通
3　横町通
4　札木町

市の東南
市の中心
市の中心
市の中心

直線（東南－西北）
直線（南北）
直線（南北）
直線（東西）

3.1
2.5
1.0
3.0

5
2
1

3.5

無
有
有
有

バス
電車・バス

無
バス

岡崎市
（77,195）

1　東康生町
2　籠田町
3　伝肴
4　伝馬
5　木町
6　連尺（1）
7　東連尺
8　連尺（2）

市の中心
市の中心
市の中心
市の中心
市の中心
市の中心
市の中心
市の中心

F の字（東西）
十の字
直線（東西）
直線（東西）
備考（2）
Tの字
直線（東西）
直線（南北）

3.0
備考（3）

2.0
2.0

備考（4）
備考（5）

2.0
1.0

3
3
3
3
5

3と5
3
2

有
有
有
有
有
有
有
有

バス
バス（一部）
バス
バス

電車・バス
電車・バス

無
無

名古屋市
（1,082,814）

1　大須門前通
2　広小路
3　新柳町通
4　大松通

市の中心
市の中心
市の中心
市の東北

直線（東西）
直線（東西）
直線（東西）
直線（南北）

1.5（両側）
7.0（両側）
7.0（両側）
3.0（両側）

3
11
11
4

有
有
有
無

無
電車・バス
電車・バス
バス

一宮市
（53,316）

1　一宮市 市の中心 備考（2） 計14.0 4 無 バス（一部）

半田町（1） 1　銀座本町 市の中心 くの字（南北） 5.0（両側） 5.5 有（8） バス

津市
（65,971）

1　京口
2　大門通
3　分部町通

市の中心
市の中心
市の中心

直線（東西）
」の字
「 の字

3.0（両側）
備考（6）
備考（7）

3
4.3
3.5

有
有
有

バス
バス
バス

宇治山田市
（52,494）

1　高柳通 市の中心 備考（2） 6.5（両側） 3と5 無 無

出所） 前掲『昭和10年全国商店街調査資料　別巻』所収の「商店街の位置・形状・長さ及街路の構成」62～ 65頁より作成。
備考） （1）半田町には人口が記されていない。（2）複雑な形状のため省略した。（3）南北2.0、東西1.5。（4）南北2.5。（5）

東西1.0、南北1.0。（6）東西0.8、南北4.0（両側）。（7）東西0.8、南北1.0（両側）。（8）アスファルト。なお、1間＝
約182cm、1町＝約109mである。
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で
き
る
。

　

第
二
に
、
従
業
員
数
の
特
徴
と
し
て
は
、
四
つ
の
商
店
街
と
も
に
「
2
―

3
人
」
が
主
流
で
あ
っ
た
も
の
の
、
花
園
町
通
と
札
木
町
で
は
「
4
―
5
人
」

が
目
立
ち
、「
6
―
10
人
」
あ
る
い
は
「
11
人
」
以
上
雇
用
し
て
い
た
大
商
店

の
存
在
が
目
を
引
く
。
お
そ
ら
く
、
花
園
町
通
で
は
拙
稿
で
考
察
し
た
呉
服

店
の
田
中
屋
、
札
木
町
で
は
同
じ
く
呉
服
店
の
山
幸
が
こ
の
ラ
ン
ク
に
入
っ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る）

9
（

。

　

第
三
に
、
店
舗
の
特
徴
と
し
て
は
、
松
竹
館
通
と
札
木
町
が
借
家
の
比
率

が
高
く
、
花
園
町
通
と
横
町
通
は
自
己
持
と
借
家
が
半
々
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
住
宅
と
併
用
さ
れ
た
店
舗
が
四
つ
の
商
店
街
で
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
形
態
が
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
た
商
店
街
の
店
舗
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
た）

10
（

。
一
店
舗
当
た

り
の
売
場
面
積
の
平
均
坪
数
は
花
園
町
通
と
札
木
町
が
広
く
、
こ
れ
は
従
業

員
数
の
規
模
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
四
に
、
販
売
方
法
か
ら
は
、
正
札
売
と
陳
列
売
が
ど
の
程
度
導
入
さ
れ

て
い
た
か
を
、
当
時
す
で
に
調
査
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
前
者
の
正
札

売
で
は
、
横
町
通
以
外
の
三
つ
の
商
店
街
で
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の

の
、
正
札
売
以
外
の
販
売
方
法
を
行
う
店
舗
が
多
か
っ
た
こ
と
は
気
に
か
か

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
豊
橋
市
で
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
入
り
百
貨
店

進
出
の
防
止
策
・
百
貨
店
経
営
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
市
内
小
売
商
が
正
札

売
の
励
行
推
進
を
目
標
に
掲
げ
て
進
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
昭

和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
に
お
い
て
全
体
的
に
102
店
の
正
札
売
に
対
し
、

こ
れ
以
外
が
85
店
舗
も
存
在
し
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
結
果
的
に
は
そ
れ

表4　豊橋市における商店街の小売店の営業状態

松竹館通 花園町通 横町通 札木町

開業年次

明治年間
大正 9年迄
大正末年迄
昭和5年迄
昭和6年後

 2店
 0
 0
 6
57

21店
 5
12
 4
17

 8店
 3
 2
 3
 5

13店
 5
 8
 5
11

合　　計 65 59 21 42

従業員数

1人
2―3人
4―5人
6―10人
11―30人
31人以上

14店
46
 5
 0
 0
 0

 5店
33
13
 6
 2
 0

 0店
15
 5
 1
 0
 0

 5店
15
14
 4
 4
 0

合　　計 65 59 21 42

店舗の特徴
（その1）

自 己 持
借　　家

17店（2）
48

29店（3）
30

11店
10

15店
27

合　　計 65 59 21 42

店舗の特徴
（その2）

住宅併用
営業専用

56店
 9

54店
 5

20店
 1

41店
 1

合　　計 65 59 21 42

売場面積 1店舗当たり
平均坪数 8.9坪 17.5坪 12.5坪 15.2坪

販売方法
（その1）

正 札 売
上記以外

35店
30

39店
20

 4店
17

24店
18

合　　計 65 59 21 42

販売方法
（その2）

座　　売
陳 列 売

座売陳列売（1）

20店
33
12

20店
19
20

 9店
 9
 3

15店
21
 6

合　　計 65 59 21 42

出所） 『昭和10年全国商店街調査資料　第1巻（編集復刻版）』（不二出版、2007年）所収の「産業合理化」第20輯、250頁より作成。
備考） （1）座売と陳列売が「半々」と書かれている。（2）うち借地は8店。（3）うち借地は8店。
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ほ
ど
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

後
者
の
陳
列
売
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
百
貨
店
の
販
売
方
法
と
し
て
一
般

的
に
な
り
、
旧
来
か
ら
の
座
売
が
減
少
し
て
い
た
か
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
豊
橋
市
の
商
店
街
で
は
そ
う
と
も
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

陳
列
売
も
、
百
貨
店
へ
の
対
抗
策
と
し
て
店
頭
の
看
板
装
飾
と
と
も
に
普
及

し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
も
の
の
、
座
売
が
根
強
く
商
店
街
に

残
っ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

表
5
か
ら
は
、
豊
橋
市
に
お
け
る
商
店
街
の
市
内
小
売
商
の
構
成
が
判
明

す
る
。
花
園
町
通
で
は
、
呉
服
・
太
物
・
麻
織
物
商
（
15
店
）、
洋
品
類
商

（
14
店
）、
小
間
物
・
袋
物
商
（
6
店
）
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
横
町
通
で
は
、
同
じ
く
呉
服
・
太
物
・
麻
織
物
商
（
7
店
）、

洋
服
商
（
4
店
）、洋
品
類
商
（
4
店
）
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

残
り
の
二
つ
の
商
店
街
で
は
満
遍
な
く
種
々
の
業
種
が
み
ら
れ
た
。

　

松
竹
館
通
で
は
、
下
駄
・
草
履
・
そ
の
他
の
履
物
商
（
5
店
）
や
和
洋
菓

子
商
（
9
店
）、
薬
品
・
衛
生
材
料
商
（
4
店
）
が
多
か
っ
た
。
札
木
町
で
は
、

ほ
か
の
商
店
街
に
比
べ
時
計
商
（
4
店
）
が
一
番
多
か
っ
た
。
ま
た
、
三
つ

の
商
店
街
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
眼
鏡
商
（
3
店
）、
蓄
音
機
及
び
レ
コ
ー

ド
商
（
2
店
）、
科
学
的
機
械
器
具
商
（
2
店
）、
美
術
工
芸
・
書
画
・
骨
董

商
（
2
店
）
と
い
っ
た
文
化
品
種
（
表
1
）
の
小
売
商
が
店
舗
を
構
え
て
い

た
。

　

表
6
は
、
豊
橋
市
に
お
け
る
商
店
街
の
小
売
店
以
外
の
業
者
構
成
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
即
座
に
把
握
で
き
る
こ
と
は
、
札
木
町
に
小
売
店
以
外
の
店
舗
が

数
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
卸
売
業
（
6
店
）
や
銀
行
（
3
店
）、
保

険
業
者
（
4
店
）、
旅
館
（
4
店
）、
病
院
（
2
店
）
が
点
在
し
て
い
た
こ
と

は
、
当
時
同
町
が
重
要
な
街
道
筋
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
現
し
て

い
よ
う
。
一
方
で
、
札
木
町
に
お
い
て
空
家
（
7
店
）
が
、
ほ
か
の
商
店
街

よ
り
も
目
立
っ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
近

世
に
お
い
て
東
海
道
の
宿
場
町
吉
田
の
商
業
地
域
と
し
て
賑
わ
っ
た
頃
か
ら

と
比
べ
る
と
、
昭
和
期
に
入
っ
て
広
小
路
通
り
へ
の
商
店
の
空
間
的
移
動
を

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
豊
橋
市
の
中
心
商
業
地
が
徐
々
に

変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

12
（

（
表
7
）。

　

表
7
に
は
、
豊
橋
市
内
の
各
商
店
街
の
特
徴
が
載
せ
ら
れ
、
文
面
に
て
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
商
店
街
の
特
徴
を
細
か
く
書
き

記
す
こ
と
は
避
け
て
、
筆
者
が
読
み
取
っ
た
四
つ
の
商
店
街
の
全
体
的
な
特

徴
を
以
下
に
整
理
し
て
お
く
。

（
一
）  

各
商
店
街
の
顧
客
層
は
、
商
店
街
周
辺
の
地
域
住
民
の
階
層
構
成
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

（
二
）  

商
店
街
の
動
向
と
し
て
は
、
全
体
的
に
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
陳
列
・

装
飾
方
法
に
工
夫
が
進
め
ら
れ
、
座
売
が
減
少
し
陳
列
売
が
増
加
し

て
い
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
商
工
会
議
所
の
指
導
や
競
技
会
が

開
催
さ
れ
、
小
売
店
の
専
門
店
化
の
方
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
は
じ
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
小
見
出
し
の
「（
6
）
景
気
変
動
」
に
関
し
て
は
、

花
園
町
通
と
札
木
町
を
比
較
し
た
場
合
に
、
上
述
し
た
新
旧
商
店
街

と
し
て
の
状
況
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
広
小
路
通

り
や
豊
橋
駅
に
近
い
花
園
町
通
の
方
が
繁
盛
し
て
い
た
と
推
測
で
き

る）
13
（

。
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表5　昭和10年豊橋市における商店街の小売業者の構成

商店街名
品　　種 松竹館通 花園町通 横町通 札木町

1　呉服、太物、麻織物商
2　洋反物、羅紗商
3　洋服商
4　婦人、子供服商
5　布団、夜具商
6　毛布類商【古着商】
7　綿糸、毛糸、編物、組物商
8　小間物、袋物商
9　洋品類商
10　靴及び付属品商
11　下駄、草履、その他の履物商
12　蔬菜商
13　果物商
14　鮮魚介及び冷凍魚介商【鮮魚介商】
15　牛、豚、鳥肉商
16　和洋酒、清涼飲料商
17　砂糖商
18　味噌、醤油、その他調味料商
19　和洋菓子商
20　茶類商
21　煙草商
22　その他の飲食料商
23　瓦、煉瓦、スレート、タイル、土管商
24　家具、指物商
25　漆器商（仏具を含む）
26　荒物商
27　陶磁器、土器商
28　金属器具商
29　紙及び紙製品商
30　文房具、学芸品、事務用品商
31　玩具、遊戯、娯楽品商
32　薬品、衛生材料商
33　時計商
34　貴金属、宝石商
35　眼鏡商
36　蓄音機及びレコード商
37　ラジオ及び付属品商
38　写真機及び写真用品商
39　科学的機械器具商
40　図書、雑誌商
41　美術工芸、書画、骨董商
42　花卉、盆栽、造花商
43　種苗商
44　自転車及び部分品商（修繕を含む）
45　馬車、荷車、人力車、その他の車両商
46　鉄砲、火薬商
47　機械工具及び土工具商
48　日用雑貨商【よろず屋】
49　以上の分類に入らざるもの

3
2
3
1
0
0
1
1
4
1
5
2
1
0
1
1
1
1
9
1
1
0
1
2
0
1
1
1
0
1
1
4
3
0
0
0
1
1
0
2
0
1
0
1
1
1
1
0
2

15
3
0
1
2
1
1
6

14
0
2
1
0
0
0
0
0
1
2
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
1
2

7
0
4
0
1
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0

2
0
3
1
0
0
0
0
1
1
2
1
0
1
1
0
0
0
3
1
0
2
0
1
1
0
0
0
0
1
0
1
4
0
3
2
0
1
2
1
2
1
0
1
1
0
0
0
1

出所） 前掲『昭和10年全国商店街調査資料　第1巻』所収の「産業合理化」第20輯、251～ 253頁より作成。
備考） 旧字体も含め読みやすくするために適宜加筆した。【　】の業者が該当する。
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表6　昭和10年豊橋市における商店街の小売店以外の業者構成

商店街名
品　　種 松竹館通 花園町通 横町通 札木町

1　小売市場（市営、生鮮食料品並びに日用品）
2　卸売業
3　銀行
4　その他【無尽会社】
5　保険業者
6　倉庫業者【個人倉庫】
7　映画館
8　理髪店、結髪所、美容店
9　旅館
10　料理屋
11　うどん、そば屋
12　和食店
13　洋食店
14　喫茶店
15　以上の分類に入らざるもの
16　医院、病院（歯科医を含む）
17　神社、仏閣、教会【神社】
18　事務所
19　住宅
20　空地
21　空家
22　その他【請負業】

1
3
0
1
1
0
1
4
0
0
2
3
1
0
6
1
0
1
1
1
2
3

0
0
0
0
0
2
0
1
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
2
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0

0
6
3
0
4
0
0
2
4
1
1
1
2
1
3
2
0
1
1
0
7
0

出所） 前掲『昭和10年全国商店街調査資料　第1巻』所収の「産業合理化」第20輯、253～ 254頁より作成。
備考） 旧字体も含め読みやすくするために適宜加筆した。【　】の業者が該当する。

表7　昭和10年豊橋市における4つの商店街の特徴

松竹館通 花園町通 横町通 札木町
商店街の顧客 市の東南方面の中流以

下の一般顧客及び東南
部郊外の農村方面の顧
客。

全市各方面の市民及び
市の外郭に散在する各
方面の農村の顧客。

全市及び東北部の農村
方面の顧客、市の中央
になるため東方俸給生
活者、南部中流顧客及
び西部の工場地帯等各
方面の顧客を有す。

東方の住宅区域の俸給
生活者6割、その他全
市各方面の中流階級以
上の顧客。

商店街の動き （1）純商化傾向‥新開
地の感あり、また
東部及び南部方面
より市の中心部へ
通ずる唯一の幹線
となるため行客多
く、ために新規開
業者は期せずして
この商店街に開業
し、純商化傾向顕
著なるものあり。

（2）現代化傾向‥新規
開業者多く、他に
比し比較的陳列売
多い点よりみれば
現代化傾向を示し
つつあり。

（3）集中化傾向‥露店

（1）純商化傾向‥最近
10年来急速に純商
化傾向を示し、小
売商店率は他の商
店街に比し高し。

（2）現代化傾向‥最近
4、5年来盛り場式
陳列売増加し、装
飾方法等現代化傾
向顕著なり。

（3）集中化傾向‥市の
最中央に位し、東
西に走る主要路線
間を結ぶ南北の補
助路線として、最
適当街区とされ、
新規開業者争って
この処に集中し、

（1）純商化傾向‥自然
的に中央商店街を
形成するため、相
当この傾向認めら
る。

（2）現代化傾向‥商店
街全体として座売
は減少し、陳列売
は増加し、装飾方
法等にも、相当こ
の傾向現る。

（3）集中化傾向‥呉服
商番頭等の年期明
け開店場所として
物色せられ、相当
この傾向を示しつ
つあり。

（4）専門化傾向‥子供

（1）純商化傾向‥幹部
の尽力にも拘らず
銀行、問屋、事務
所等の増加により
純商化傾向なし。

（2）現代化傾向‥座売
は減少し、陳列売
増加し、装飾方法
その他各方面に、
この傾向認めらる。

（3）集中化傾向‥多少
店舗別に顧客集中
の傾向を認む。

（4）専門化傾向‥最近
2、3年来新規開業
の店舗は概ねこの
傾向を示しつつあ
り。
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市日あるいは公設
市場の存在等特殊
の事情により時間
的に集中する傾向
あり。

（4）専門化傾向‥新規
開業店舗多く、あ
る程度の専門化を
示す状態にあり。
今後益々この気運
濃厚なるべし。

（5）慰安化傾向‥現在
直ちに断定し得ざ
るも都市は東南方
へ移動の傾向あり。
付近一帯は新開地
気分溢れ、今後
益々盛り場の観を
呈せん。

（6）景気変動‥最近順
次小売店密集し、
商店街としての態
型を整備し、東南
部方面もまた急速
な発展を示しつつ
あるため益々繁栄
途上にあり。

最近豊橋一の商店
街を形成せり。

（4）専門化傾向‥開店
店舗の多くは呉服
店、モスリン店、
太物店、足袋店、
ショール店等の専
門店にして、この
傾向顕著なり。

（5）慰安化傾向‥最近
2、3年来、裏街に
カフェ街出現し、
遊戯店、撞球店、
おでんや等多く、
盛り場を形成す。

（6）景気変動‥最近10
年来の不況、特に
当市主要産業たる
蚕糸業の不振のた
め一般的に購買力
の減退を来し不振
なり。然るに最近
2、3年来は前項の
影響及び百貨店の
影響、産業組合の
影響等甚大なるに
も拘らず中央商店
街として益々繁栄
しつつある傾向に
あり。

服店、モスリン店、
呉服店等相当専門
化傾向あり。

（5）慰安化傾向‥全然
無し。

（6）景気変動‥最近一
般的原因により衰
微しつつある傾向
なり。最近2、3年
来、街の中央部に
大なる空家出来し
悪影響あり。

（5）慰安化傾向‥全然
認められず。

（6）景気変動‥最近5、
6年来、南部及び
南東部に新開地、
商店街発展するに
及び他に顧客を吸
収され、また所在
家屋概して奥行深
く、店舗に対する
単位家賃地代等の
高価のため新規小
売の開業無く、非
小売営業の自然増
加により衰微の途
を辿りつつあり。
高級商店多く、顧
客は中以上の階級
たるゆえに最近2、
3年来、交通機関
の発達のため名古
屋市所在のデパー
トに顧客を奪われ
相当の打撃を受く。

商店街の団体組織 （1）団体名：豊明会
（2）設立年月：昭和6

年12月
（3）加入資格：地区内

に於いて小売店を
営むもの

（4）団体員数：31店
（5）事業の概要：共同

売り出し、共同装
飾

（6）会計の概要：会費
月10銭、新規入会
費2円。売り出し
その他共同事業の
諸経費に充つ

（1）団体名：花園町同
盟会

（2）設立年月：昭和2
年12月

（3）加入資格：地区内
小売商人は強制加
入とす

（4）団体員数：46店
（5）事業の概要：宣伝、

売り出し、催物、
包装紙の印刷等共
同にて実施す

（6）会計の概要：売り
出し開催に際し景
品券を配布し、剰
余金は積立て、不
足金は借入とす。
装飾に際しては実
費徴収、宣伝費と
して1店に付、月
50銭徴収

（1）団体名：横町商和
会

（2）設立年月：大正13
年1月

（3）加入資格：地区内
に於いて小売店を
営むもの

（4）有資格数：21店　
団体員数：16店

（5）事業の概要：中元、
歳の市、その他各
種名目の売り出し
をなし、同時に共
同のチラシを配布
する程度なり

（6）会計の概要：（記
載なし）

（1）団体名：札木町共
栄会

（2）設立年月：昭和2
年12月

（3）加入資格：地区内
に於いて小売店を
営むもの

（4）団体員数：33店
（5）事業の概要：各種

名目の売り出し、
座談会、研究会、
商工祭、その他共
同催物等

（6）会計の概要：毎月
10銭徴収、入会金
なし。その他の事
業を行う場合はそ
の事業ごとに徴収

商店街の共同施設 （1）共同売り出し‥各
種売り出し

（2）共同照明‥商店街
の西より5割程度
迄は鈴蘭灯を設置
す

（1）共同売り出し‥年
末、年始、歳の市、
中元、景品付納涼
その他各種売り出
しを行う（花園町
同盟会主催）

（1）共同売り出し‥福
引券1枚平均6銭
とし、売上高1円
ごとに1枚ずつの
割とし、商和会会
員に開催す

（1）共同売り出し‥各
種名目の売り出し
を共栄会として開
催

（2）共同照明‥鈴蘭灯
40基を設置す（札
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（3）共同日覆‥無
（4）共同散水‥共同に

て街路散水をなす
（5）共同催し物‥無
（6）その他‥売り出し

その他に当たり共
同宣伝を行う

（2）共同照明‥町の要
所要所に5基の照
明灯施設（電灯料
は戸数割）

（3）共同日覆‥無
（4）共同散水‥無
（5）共同催し物‥本年

初めて七夕祭を試
み、同時に併せ売
り出しを行いたり。
成績良好

（6）その他‥共同宣伝
または他都市商店
街の視察をなす

（2）共同照明‥町内と
して共同の鈴蘭灯
を設置す

（3）共同日覆‥無
（4）共同散水‥無
（5）共同催し物‥商店

連盟会主催にかか
る商工祭等に共同
の広告宣伝車等を
参加さす等

（6）その他‥売り出し
等に共同のちらし
を配布し、共同宣
伝をなす

木町共栄会に於い
て）

（3）共同日覆‥無
（4）共同散水‥無
（5）共同催し物‥商工

祭その他の共同催
物を行う

（6）その他‥無

更生策 新興の商店街にして最
近小売店集中の傾向著
しく、東部方面の顧客
層を擁し、益々発展途
上にあると雖も客足比
較的止まらず、これに
対する対策を必要とす
る。当商店街は多数の
行政町内を包含するた
め共同的施設をなすに
当たり、統一を欠く憾
あり。商店街として統
制ある団体を結成する
必要なきや。

商店街中に同盟会に加
入せざる小売店以外の
もの7軒あり。これら
を小売店化せしめ全町
挙げて小売店となし、
共同の「パラペット」
装飾を施し、または
「アーケード」式商店
街となし、平面「デパー
ト」化こそ更生策なる
べし。右に関し商店街
商業組合設立の研究中
と聞く。

（1）主要部分に大なる
空家、向側に広大なる
間口の倉庫あり。これ
ら空家・倉庫等を小売
店化すること。（2）旧
式店舗3、4存在のため
商店街気分削減さる。
これらを新店舗改造へ
慫慂すること。（3）当
町内中心部を両断する
字界に新私道開設の議
あり。これが開設は一
画の循環遊歩路線開通
となり。中心商店街の
一層の繁栄を来さん。

（1）当商店街は旧東海
道に位し、人車道の別
なく道路狭きため遊歩
客の通行に不便にして、
従って購買客少なく、
他の商店街に吸収さる
る傾向あり。各商店奥
行深きゆえ、6尺ない
し9尺後退し舗道を設
くるを更生策の第1と
す。（2）当町とその南
方幹線道路魚町との中
間に字界ありて細き溝
を有するため、両町に
於いて半々ずつ土地を
提供し補助路線となし、
娯楽機関を密集せしむ
べしとの意見、商店街
幹部間にあり。中心の
南方移動の傾向あるに
鑑み良策なるべし。尚
また各小売店の奥行も
縮小せられ、営業場に
対する単位家賃も低下
するため小売店増加を
促すに至らん。

娯楽機関 付近一帯盛り場の気運
あり。裏にはカフェ式
食堂 2、3生じ、将来
益々盛り場の形態を整
えるに至らん。

付近裏街の一画に最近
カフェ、遊技店密集し、
娯楽機関としての一端
をなす。

区内及び付近になし。 区内に映画館、劇場等
の設置なく、娯楽機関
となるものなきも、裏
通一帯は板新道と称し
花柳街なり。

出所） 前掲『昭和10年全国商店街調査資料　第1巻』所収の「産業合理化」第20輯、245～ 249頁より作成。
備考） 旧字体を新字体、片仮名は平仮名に、句読点また送り仮名を付すことも含め読みやすくするために適宜加筆した。本

資料は縦書きであったが、横書きとしたため、「右」などの合わない表現がある。また、「記載なし」は筆者の加筆で
ある。
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（
三
）  

商
店
街
の
団
体
組
織
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
結
成
さ
れ
て

い
た
。
共
同
の
売
り
出
し
・
催
し
物
が
事
業
内
容
と
し
て
行
わ
れ
た
。

三
つ
の
商
店
街
で
は
会
費
徴
収
が
あ
り
、
共
同
事
業
の
諸
経
費
に
使

用
さ
れ
た
。

（
四
）  

商
店
街
の
共
同
施
設
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
共
同
の
売
り
出
し

が
開
催
さ
れ
、
か
つ
催
し
物
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
に
共
同
照
明
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
五
）  

更
生
策
と
し
て
は
、
四
つ
の
商
店
街
の
様
々
な
課
題
へ
の
解
決
策
が

掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
小
売
店
が
集
合
し
た
商
店
街
と
し
て
は
、
ア
ー

ケ
ー
ド
式
の
商
店
街
を
完
成
さ
せ
、「
平
面
デ
パ
ー
ト
」
化
が
急
務
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
旧
式
の
店
舗
か
ら
新
店
舗
へ
改
造

す
る
こ
と
で
、
商
店
街
と
し
て
の
雰
囲
気
作
り
な
ど
の
対
策
が
練
ら

れ
て
い
た
。

（
六
）  

娯
楽
機
関
と
し
て
は
、
松
竹
館
通
と
花
園
町
通
に
カ
フ
ェ
な
ど
が
出

現
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
、
昭
和
七
年
の
豊
橋
市

に
は
カ
フ
ェ
が
82
軒
、
喫
茶
店
が
20
件
ほ
ど
存
在
し
て
い
た
と
の
記

事
が
あ
り
、
商
店
街
の
周
辺
に
増
加
し
は
じ
め
た）

14
（

。
表
1
・
5
に
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
商
店
街
が
お
も
に
小
売
店
か
ら
組
織
化
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
、
ま
だ
こ
の
時
期
で
は
商
店
街
の
な
か
に
表
2
・
6
の

飲
食
店
で
あ
る
接
客
業
は
、
今
日
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。

三
、
丸
物
の
動
向
―
京
都
駅
前
を
本
店
と
し
て
急
成
長
し
た
新

興
百
貨
店
―

（
一
）
丸
物
の
京
都
本
店
と
岐
阜
支
店
の
動
向

　

昭
和
期
に
入
り
、
三
越
、
白
木
屋
、
松
坂
屋
、
髙
島
屋
、
大
丸
な
ど
の
呉

服
系
百
貨
店
に
次
い
で
、
阪
急
百
貨
店
を
筆
頭
に
電
鉄
系
百
貨
店
が
登
場
し
、

百
貨
店
業
界
に
新
た
な
営
業
展
開
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
と
は

別
に
、
西
で
は
京
都
の
丸
物
、
東
で
は
東
京
の
伊
勢
丹
が
著
し
く
成
長
し
、

新
興
百
貨
店
と
呼
称
さ
れ
、
大
都
市
系
百
貨
店
が
大
規
模
小
売
業
態
と
し
て

君
臨
し
た）

15
（

。

　

丸
物
が
合
名
会
社
化
と
同
時
に
開
店
し
た
の
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

一
月
一
日
で
、
当
初
の
社
名
（
商
号
・
店
名
）
は
京
都
物
産
館
で
あ
っ
た
。

京
都
物
産
館
が
近
代
的
大
型
店
舗
と
し
て
開
店
し
た
の
は
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
十
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
京
都
物
産
館
は
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
日
本
百
貨
店
協
会
に
加
盟
し
た
。
合
名
会
社
組
織
の
ま
ま

で
丸
物
へ
改
称
し
営
業
を
開
始
し
た
の
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月

末
か
ら
十
月
に
か
け
て
で
あ
っ
た）

16
（

。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
当
時
、
丸
物
は
京
都
駅
前
に
本
店
を
構
え
る
以

外
に
、
京
都
市
内
で
は
西
陣
に
分
店
を
開
設
し
、
岐
阜
市
に
支
店
網
を
伸
ば

し
て
い
た
。
社
長
は
中
林
仁
一
郎
で
あ
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
上
半

期
の
純
益
金
二
十
二
万
余
円
を
計
上
す
る
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
い
た）

17
（

。

　

丸
物
は
、
岐
阜
市
に
お
い
て
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
一
日
に
売
場

面
積
四
百
坪
の
支
店
を
開
店
し
た
。
同
年
十
一
月
一
日
に
は
食
料
品
や
金
物
、
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荒
物
類
の
売
場
と
し
て
約
二
百
坪
を
増
築
し
、
逐
次
売
場
の
拡
張
と
改
良
を

重
ね
て
店
舗
を
補
強
し
て
い
っ
た）

18
（

。『
岐
阜
市
史
』
に
は
、
当
時
の
岐
阜
市

長
で
あ
っ
た
松
尾
国
松
が
関
西
財
界
の
コ
ネ
を
頼
っ
て
丸
物
の
支
店
を
誘
致

し
た
と
あ
る
。当
然
、「
岐
阜
銀
座
」と
呼
ば
れ
る
市
内
随
一
の
繁
華
街
で
あ
っ

た
柳
ヶ
瀬
で
も
強
い
反
発
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、
松
尾
自
ら
が
百
貨
店
の

商
法
を
見
習
っ
て
各
商
店
が
奮
起
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
必
ず
地
元
で
も
潤

い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
地
元
の
小
売
商
を
説
得
し
た
と
記
さ
れ
る）

19
（

。

　

岐
阜
支
店
で
は
、
京
都
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
大
阪
に
約
350
軒
の
京
都
本
店

を
経
由
し
な
い
直
接
の
取
引
先
を
有
し
、
時
宜
に
適
し
た
催
事
・
宣
伝
を
武

器
に
営
業
を
推
し
進
め
た
。
さ
ら
に
、
岐
阜
支
店
は
上
述
の
柳
ヶ
瀬
の
好
立

地
の
場
所
で
展
開
し
、
岐
阜
市
内
唯
一
の
本
格
的
百
貨
店
と
し
て
人
気
を
集

め
、
岐
阜
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
に
励
ん
で
い
た）

20
（

。
す
な
わ
ち
丸
物

は
、
岐
阜
市
へ
の
支
店
設
置
で
は
市
長
の
積
極
的
な
誘
致
を
受
け
た
も
の
の
、

最
初
か
ら
店
舗
を
整
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
丸
物
は
取
扱
商
品
を
拡
大

し
て
顧
客
を
誘
引
で
き
る
よ
う
な
催
事
を
開
催
し
な
が
ら
、
地
方
百
貨
店
と

し
て
地
元
に
溶
け
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
大
都
市
系
百
貨
店
の
地
方
都
市
へ
の
支
店
設

置
に
つ
い
て
は
、
三
越
が
金
沢
支
店
を
十
一
月
十
五
日
に
開
店
し
た
。
こ
の

意
味
で
は
、
丸
物
の
支
店
設
置
が
半
年
弱
早
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

三
越
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月
十
七
日
に
高
松
支
店
、
同
七
年

（
一
九
三
二
）
五
月
一
日
に
札
幌
支
店
、
松
坂
屋
は
同
年
十
一
月
二
十
日
に

静
岡
支
店
を
開
店
し
た）

21
（

。
丸
物
の
豊
橋
支
店
は
後
述
す
る
よ
う
に
昭
和
七
年

十
月
二
十
一
日
の
開
店
で
あ
り
、
同
じ
東
海
地
方
の
松
坂
屋
の
静
岡
支
店
よ

り
一
ヶ
月
ほ
ど
早
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
丸
物
の
支
店
設
置
は
、
三

越
や
松
坂
屋
と
競
う
ほ
ど
の
展
開
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る）

22
（

。

（
二
）
丸
物
の
豊
橋
支
店
設
置
の
動
向
と
営
業
展
開

　

豊
橋
市
へ
の
丸
物
の
支
店
設
置
に
関
し
て
は
、『
豊
橋
財
界
史
』
と
『
豊

橋
市
史
』
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
『
豊
橋
財
界
史
』
に
は
、「
昭
和
七
年
、
京
都
の
丸
物
百
貨
店
が
本

格
的
に
進
出
す
る
騒
ぎ
が
は
じ
ま
っ
た
。
広
小
路
通
り
の
神
明
町
寄
り
に
、

そ
れ
ま
で
大
原
富
次
郎
が
や
っ
て
い
た
豊
橋
物
産
館
が
行
詰
り
、
株
式
会
社

組
織
に
切
替
え
た
と
き
に
、
丸
物
が
大
株
主
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る）

23
（

。

次
に
『
豊
橋
市
史
』
に
は
、
昭
和
七
年
に
「
京
都
の
丸
物
百
貨
店
が
本
格
的

に
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
大
変
な
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
広
小
路

通
の
神
明
町
よ
り
に
営
業
し
て
い
た
大
原
富
次
郎
の
豊
橋
物
産
館
が
苦
境
に

陥
り
、
丸
物
を
大
株
主
と
し
た
株
式
会
社
へ
切
り
か
わ
ろ
う
と
し
た
た
め
で

あ
る
」
と
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
み
ら
れ
る）

24
（

。

　

豊
橋
物
産
館
の
経
営
が
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
い
つ
頃
か
は
定
か

に
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
行
き
詰
ま
り
、
そ
れ
を
機
に
株
式
会
社
化
す
る

こ
と
で
、
大
株
主
と
な
っ
た
丸
物
に
経
営
権
が
移
行
し
た
と
受
け
取
れ
る
。

次
に
、
こ
の
点
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
以
下
『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』

と
『
豊
橋
商
工
案
内
』
か
ら
考
察
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
豊
橋
物
産
館
（
以
下
、
物
産
館
）
の
会
社
設
立
の
動
向
か
ら
み
て
い

く
。

　

物
産
館
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
て
少
し
触
れ
て
お
い
た
。
新
聞
記
事
（
豊
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橋
日
日
新
聞
、
昭
和
七
年
五
月
八
日
付
）
の
な
か
で
、
物
産
館
社
長
の
大
原

富
治
郎
が
、
豊
橋
市
に
来
住
し
て
二
年
と
述
べ
て
い
た）

25
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
か
ら
は
、
物
産
館
が
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

九
月
十
五
日
に
合
資
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
代
表

社
員
は
勿
論
、
大
原
で
金
二
千
円
の
無
限
社
員
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

金
三
千
円
の
名
古
屋
市
在
住
の
有
限
社
員
が
も
う
一
人
確
認
で
き
る）

26
（

。
同
年

十
一
月
に
は
大
原
の
出
資
額
が
五
百
円
に
減
額
し
、
金
千
五
百
円
の
豊
橋
市

在
住
の
有
限
社
員
が
一
名
増
加
し
て
い
た）

27
（

。
な
お
、
本
店
所
在
地
は
「
豊
橋

市
清
水
町
二
十
番
地
」
で
、
営
業
目
的
は
「
物
産
百
貨
及
食
料
品
売
買
業
及

之
ニ
付
帯
ス
ル
事
業
」
と
あ
る）

28
（

。
大
原
が
物
産
と
食
料
品
以
外
に
「
百
貨
」

と
付
け
た
こ
と
か
ら
み
て
、
百
貨
店
の
営
業
方
法
を
十
分
意
識
し
展
開
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
か
ら
は
、
ま
ず

大
原
が
同
年
九
月
二
十
日
に
物
産
館
を
株
式
会
社
と
し
て
新
た
に
設
立
し
、

同
月
二
十
四
日
に
登
記
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
代
表
取
締
役
は
大
原
で
、

そ
の
ほ
か
二
名
の
取
締
役
の
名
前
が
み
ら
れ
、
一
人
は
前
述
の
金
三
千
円
の

名
古
屋
市
在
住
の
有
限
社
員
で
あ
っ
た
。
資
本
総
額
は
金
一
万
五
千
円
、
一

株
金
額
は
金
二
十
円
で
あ
っ
た
。
大
原
は
、
営
業
目
的
を
「
百
貨
商
品
売
買

業
」
に
変
更
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
百
貨
店
開
業
を
意
識
す
る
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
い
営
業
目
的
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
次
に
大
原
は
、

合
資
会
社
と
し
て
の
物
産
館
を
「
総
社
員
の
同
意
」
の
理
由
で
、
同
日
の

二
十
四
日
に
解
散
し
て
い
た）

29
（

。

　

次
に
、
丸
物
は
同
年
の
翌
十
月
八
日
に
支
店
を
開
設
し
た
。
支
店
が
設
置

さ
れ
た
場
所
は
、
物
産
館
と
同
じ
「
豊
橋
市
清
水
町
二
十
番
地
」
で
あ
っ
た
。

合
名
会
社
と
し
て
の
代
表
社
員
は
中
林
仁
一
郎
（
金
五
十
五
万
円
）
で
、
ほ

か
の
出
資
者
と
し
て
谷
政
二
郎
（
金
二
十
万
円
）
と
中
林
捨
次
郎
（
金
五
万

円
）
の
名
前
が
み
ら
れ
た）

30
（

。
丸
物
の
営
業
目
的
は
、「
一
、百
貨
品
ノ
陳
列
販

売
並
ニ
卸
売
業
、
二
、百
貨
品
ノ
輸
出
入
業
、
三
、
食
料
品
及
飲
食
物
ノ
販
売
、

四
、
貸
室
業
、
五
、
写
真
業
、
六
、
其
ノ
他
前
各
号
ニ
付
随
ス
ル
一
切
ノ
業

務
、
七
、
計
量
器
ノ
販
売
、
八
、
郵
便
切
手
類
収
入
印
紙
ノ
売
捌
」
で
あ
っ

た
。
こ
の
内
容
か
ら
は
、
物
産
館
の
上
述
の
営
業
目
的
と
比
べ
る
ま
で
も
な

く
、
当
時
の
百
貨
店
の
営
業
形
態
が
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
た）

31
（

。

　
『
豊
橋
商
工
案
内
』
か
ら
は
、
物
産
館
が
株
式
会
社
へ
転
換
し
た
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）
九
月
二
十
日
に
、
大
原
が
同
じ
場
所
に
お
い
て
別
会
社
の

「
豊
橋
産
業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
営
業
種
目

に
は
「
百
貨
商
品
売
買
業
並
土
地
建
物
賃
貸
業
」
と
あ
り
、
販
売
業
の
ほ
か

に
不
動
産
業
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
か
ら
店
舗
所
有
者
と
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
物
産
館
は
株
式
会
社
化
し
、
丸
物
は
大
株
主
に
な
っ
た
が
、
一
方

で
は
丸
物
は
別
に
合
名
会
社
の
支
店
を
開
設
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
大
原

が
大
株
主
で
あ
る
丸
物
に
対
し
、
物
産
館
の
旧
店
舗
を
貸
し
出
し
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
る）

32
（

。
丸
物
の
「
支
店
設
置
年
月
日
」
に
つ
い
て
は
、『
豊
橋
商
工

案
内
』
に
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
八
日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
営
業

種
目
は
「
百
貨
品
ノ
陳
列
販
売
業
並
ニ
卸
売
業
、
食
料
品
・
飲
食
物
ノ
販
売
」

で
、「
合
名
会
社
丸
物
豊
橋
支
店
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
た）

33
（

。

　

物
産
館
か
ら
丸
物
へ
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
が
、実
は
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）

十
月
の
新
聞
記
事
か
ら
も
わ
か
る
。
物
産
館
は
、
十
月
五
日
か
ら
同
月
十
日
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の『
豊
橋
新
報
』『
新
朝
報
』『
参
陽
新
報
』『
東
海
朝
日
新
聞
』の
四
紙
に
、「
謹

告　

大
豊
橋
発
展
に
順
応
す
べ
く
店
内
大
改
造
と
全
商
品
陳
列
変
更
の
為
、

五
日
よ
り
来
る
商
品
祭
ま
で
勝
手
乍
ら
休
業
さ
せ
て
頂
き
ま
す　

豊
橋
物
産

館
」
と
い
う
改
装
期
間
を
知
ら
せ
る
広
告
を
出
し
た
。
物
産
館
は
十
月
五
日

か
ら
一
時
閉
店
と
な
っ
て
お
り
、
上
述
し
た
同
月
八
日
の
丸
物
に
よ
る
支
店

設
置
の
時
期
と
一
致
す
る）

34
（

。
物
産
館
と
丸
物
の
両
者
が
豊
橋
市
の
最
大
の
商

業
祭
り
と
し
て
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
商
品
祭
の
開
催

時
期
に
あ
わ
せ
て
上
手
く
移
行
し
た
こ
と
に
な
る）

35
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
丸
物
は
大
株
主
と
な
っ
た
う
え
に
、
実
は
貸
し
出
さ
れ

た
店
舗
内
に
支
店
を
開
設
し
て
、
営
業
展
開
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
仕
組

ま
れ
て
い
た
と
捉
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
丸
物
は
支
店
設
置

を
行
っ
た
う
え
で
、
物
産
館
と
瞬
く
間
に
す
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

表
8
―

1
〜
6
に
は
、『
豊
橋
日
日
新
聞
』『
豊
橋
大
衆
新
聞
』
の
ほ
か
、

全
六
紙
の
十
月
〜
十
一
月
の
丸
物
の
売
出
し
・
催
事
に
関
す
る
広
告
を
載
せ

た
。
丸
物
の
営
業
展
開
は
素
早
く
、
最
初
の
広
告
が
十
月
十
九
日
か
ら
二
十

日
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、「
御
挨
拶 

名
称
変
更
御
披
露
」
と
し

て
物
産
館
か
ら
チ
ェ
ン
ジ
し
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
開
店
を
二
十
一
日
と

し
て
六
紙
に
掲
げ
た
（
表
9
：
【
1
】）。
こ
の
あ
と
の
文
言
が
「
豊
橋
広
小

路 

皆
様
の
百
貨
店
マ
ル
ブ
ツ
」
と
あ
り
、
開
店
し
た
場
所
と
顧
客
た
め
の

百
貨
店
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
か
つ
丸
物
の
名
称
を
周
知
さ
せ
る
か
の

よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
で
明
記
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
丸
物
は
「
改
称
記
念
」
と
し
て
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
、「
呉
服
十
種
大
奉
仕
（
三
階
）」「
新
柄
銘
仙
陳
列
会
（
三
階
）」「
時

代
の
花
形
プ
レ
ザ
ン
錦
紗
の
会（
三
階
）」「
流
行
新
型
コ
ド
モ
服
陳
列
会（
三

階
）」「
優
良
雑
貨
記
念
超
奉
仕
（
二
階
）」「
コ
ド
モ
用
品
記
念
奉
仕
（
三
階
）」

「
拾
銭
均
一
店
開
設
（
四
階
）」
な
ど
開
催
す
る
広
告
を
新
聞
に
掲
載
し
た
。

そ
の
う
え
、
福
引
大
景
品
付
で
消
費
者
の
気
を
引
く
営
業
を
展
開
し
た
（
表

8
―

1
〜
6
：
【
1
―

1
】【
2
―

1
】
ほ
か
）。
丸
物
は
店
舗
の
二
〜
四
階
で

催
事
を
開
催
し
、
良
品
廉
価
主
義
を
前
面
に
出
し
て
（
表
9
：
【
1
】）、
な

お
か
つ
こ
れ
ら
が
成
功
し
、開
店
早
々
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
（
表
9
：
【
3
】）。

し
か
も
4
階
で
食
堂
を
開
始
し
、
そ
の
宣
伝
を
積
極
的
に
行
い
、
百
貨
店
と

し
て
の
営
業
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
（
表
8
―
1
：
【
6
―
1
】
ほ
か
）。

　

加
え
て
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
、
丸
物
は
次
々
と
六
紙
の
す
べ
て
に
広
告

を
掲
載
し
営
業
を
展
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
一
月
九
日
を
も
っ
て
、
焼
き
リ

ン
ゴ
売
出
し
と
食
堂
を
宣
伝
す
る
以
外
の
催
事
に
関
す
る
本
格
的
な
広
告
を

ピ
タ
リ
と
止
め
て
い
る）

36
（

。
こ
の
点
こ
そ
が
、
次
節
で
論
じ
る
丸
物
に
よ
る
支

店
設
置
の
反
対
運
動
が
生
じ
た
時
期
と
一
致
し
て
い
た
。

四
、
豊
橋
市
内
の
小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動
の
動
向
―
新
聞
資

料
か
ら
の
検
討
―

　

ま
ず
、
丸
物
の
支
店
設
置
に
対
す
る
豊
橋
市
の
市
内
小
売
商
に
よ
る
反
対

運
動
の
動
向
に
つ
い
て
、『
豊
橋
財
界
史
』
と
『
豊
橋
市
史
』
か
ら
確
認
し

て
お
こ
う
。

　
『
豊
橋
財
界
史
』
に
は
、「
丸
物
百
貨
店
の
進
出
と
商
店
街
」
の
見
出
し
が

あ
り
、
先
述
の
物
産
館
か
ら
丸
物
へ
移
行
し
た
以
外
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
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表8―1　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『豊橋日日新聞』）

【1―1】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月19日付、3頁
【2―1】 《広告》「21日より25日まで　改称記念福引大売出し /呉服十種大奉仕／新柄銘仙陳列会 /流行新型コドモ服陳列会 /10銭均一店開

設」：10月20日付、1頁
【3―1】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、3頁
【4―1】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：10月31日

付、2頁
【5―1】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、4頁
【6―1】 《広告》「果実料理の超尖端　焼リンゴ売出し　滋養100パーセント　菓子ヨリ…オイシイ　焼リンゴ　是非御試食を !!!　1個金

12銭　丸物4階食堂」：11月21日付、2頁、同月22日付、1頁、同月23日付、1頁、同月25日付、1頁、同月26日付、1頁、同月
27日付、1頁

備考） 新聞資料はすべて豊橋市中央図書館所蔵である。昭和7年は省略している。広告の見出しの場合は冒頭に《広告》と記し、重要と
思われるフレーズを掲載した。

表8―2　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『豊橋大衆新聞』）

【1―2】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月19日付、1頁
【3―2】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、1頁
【4―2】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：11月1日付、

4頁
【5―2】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、4頁

備考） 表8―1と同じ。

表8―3　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『豊橋新報』）

【1―3】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月19日付、2頁
【2―2】 《広告》「21日より25日まで　改称記念福引大売出し /呉服十種大奉仕 /新柄銘仙陳列会 /流行新型コドモ服陳列会 /10銭均一店開

設」：10月20日付、2頁
【3―3】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、2頁
【4―3】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：10月31日

付、1頁
【5―3】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、1頁

備考） 表8―1と同じ。

表8―4　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『新朝報』）

【1―4】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月19日付、2頁
【2―3】 《広告》「21日より25日まで　改称記念福引大売出し /呉服十種大奉仕 /新柄銘仙陳列会 /流行新型コドモ服陳列会 /10銭均一店開

設」：10月20日付、3頁
【3―4】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、1頁
【4―4】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：10月31日

付、1頁
【5―4】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、3頁
【6―2】 《広告》「果実料理の超尖端　焼リンゴ売出し　滋養100パーセント　菓子ヨリ…オイシイ　焼リンゴ　是非御試食を !!　1個金12

銭　丸物4階食堂」：11月19日付、3頁、同月21日付、1頁、同月22日付、1頁、同月25日付、4頁、同月27日付、4頁

備考） 表8―1と同じ。

表8―5　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『参陽新報』）

【1―5】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月19日付、3頁
【2―4】 《広告》「21日より25日まで　改称記念福引大売出し /呉服十種大奉仕 /新柄銘仙陳列会 /流行新型コドモ服陳列会 /10銭均一店開

設」：10月21日付、1頁
【3―5】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、3頁
【4―5】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：10月31日

付、1頁
【5―5】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、3頁

備考） 表8―1と同じ。
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る
。
市
内
小
売
商
の
有
志
で
結
成
し
て
い
た
清
和
会
が
、
昭
和
七
年

（
一
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十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
は
、
市
内
小
売
商
の
有
力
団
体
で

表8―6　昭和7年10・11月の丸物の営業展開（『東海朝日新聞』）

【1―6】《広告》「御挨拶　名称変更御披露　豊橋広小路　皆様の百貨店マルブツ」：10月20日付、3頁
【2―5】 《広告》「21日より25日まで　改称記念福引大売出し /呉服十種大奉仕 /新柄銘仙陳列会 /流行新型コドモ服陳列会 /10銭均一店開

設」：10月21日付、1頁
【3―6】《広告》「26日より31日まで　盛況御礼感謝大廉売 /優良メリヤス毛布破格提供」：10月26日付、3頁
【4―6】 《広告》「11月1日より7日まで　物の大誓文払 /呉服大せいもん払 /雑貨大せいもん払 /年に1度のお買時お早いが勝」：10月31日

付、3頁
【5―6】 《広告》「10日より16日まで　呉服雑貨大廉売 /優良銘仙陳列競技会 /流行ショール大売出し /雑貨大廉売 /特選福助足袋おみやげ

付大売出し」：11月9日付、3頁
【6―3】 《広告》「果実料理の超尖端　焼リンゴ売出し　滋養100パーセント　菓子ヨリ……オイシイ　焼リンゴ　是非御試食を !　1個金

12銭　丸物4階食堂」：11月19日付、4頁、同月20日付、4頁、同月23日付、1頁、同月25日付、4頁、同月27日付、4頁、同月
29日付、1頁

備考） 表8―1と同じ。

表9　記事内容（その1）

【 1】 御挨拶：名称変更御披露；謹啓　毎度一方ならぬ御愛顧を忝うし難有奉鳴謝候、陳者先般来内部改造中の物百貨店（旧
名豊橋物産館）儀、今回漸く整頓面目を一新仕り、来る10月21日華々しく開店の運びと相成候事、是偏に皆々様御
引立ての賚

たまもの

と感
かん

偑
ぱい

の至りに奉存候、就いては同日より丸物独特の良品廉価主義を以って皆様の百貨店としての使命
遂行に邁進仕り度き所存に御座候間、何卒倍旧の御引立ての程奉願上候。

【 3】 開店早々日々賑々しく御来店の栄を賜り、御芳情の段、御礼の申上げ様も無之、店員一同深く感泣仕り候、就いて
は御礼の為、左の品々破格の御礼値段を以って、26日より31日まで御提供申上候間、御誘い合わされ御来駕の程、
待入り奉り候。

備考） 【1】は表8―1～6の【1―1】～【1―6】、【3】は表8―1～6の【3―1】～【3―6】のことである。句読点・並列点を適宜加え、旧字体、
旧仮名遣い、カタカナ、誤字脱字、送り仮名、難字等を必要に応じて修正し、用語・表現を読みやすく統一し書き直
している。数字は横書きのため算用数字に直した部分がある。判別できない箇所は前後から判断し、また難読漢字に
はルビを補った。文章中で前述・後述を示す「右」「左」などの表現についてはソノママとした。なお、本文に引用し
た記事に関しても前述と同様にしている。
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表10　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その1：『豊橋大衆新聞』）

【 7】「小売業者の脅威　百貨店躍進！　再び小売業者間に痛切な問題となった対百貨店問題」：11月2日付、2頁
【 8】「百貨店の躍進に小売業者必死の対策　清和会を中心に商工省へ防止を陳情　連盟会も実現か」：11月15日付、1頁
【 9】「確実な対抗策は見出されまい　大資本の圧迫に小売業者の窮迫は当然の運命」：11月15日付、1頁
【10】 「きょう代表者上京　商工当局へ陳情　丸物支店に端を発した市内小売業者の百貨店進出反対運動」：11月17日付、2頁
【11】「注目される小売業者の百貨店進出反対運動　自制協定に背反するものではないと丸物側高をくくる」：11月19日付、1頁
【12】「広告協会　百貨店対協議」：11月19日付、2頁
【13】 「会議所を主体として今後も運動を続ける　あく迄目的の貫徹を期す小売業者連　百貨店進出反対運動」：11月21日付、2頁
【14】 「豊橋小売業者の……このお馬鹿さん振り　苛しくも小売を業とするものは是非共一読の要あり‼　切に警告す」：

11月23日付、2頁
【15】 「丸物撤退陳情には大した期待を持たず　小売業者組合結成の積極的手段で対抗　注目される市内商店界の動き」：11月

25日付、1頁
【16】「飽く迄丸物撤退を決意する豊橋小売業者　昨日小売業者側代表者牧野氏等　神野商工会頭と懇談」：11月27日付、1頁
【17】「統一結束を図る為　市内小売業者大会　近く開催して気勢をあげるか　主唱者連目下準備中」：11月27日付、1頁
【18】「丸物撤退の実現も望み薄　かくて百貨店に虐まれる市内各種商工業者」：12月4日付、2頁
【19】「天神商店街、百貨店の重圧を前に豊橋唯一の盛り場も今や全く行き詰まる！　対策として地方出張販売」：12月9日付、2頁
【20】「丸物飽迄自説を突っぱり解決を引延して居据らんと画す　来る15日頃第2回会見」：12月11日付、2頁
【21】「市内商工業者が折れ結局解決か　今後営業拡張を為さぬことを根本的条件として」：12月11日付、2頁
【22】「明13日第2回会見　丸物支店紛争問題　双方の譲歩で解決か」：12月12日付、1頁
【23】「丸物問題も円満に解決し双方歳末大売出しに夢中」：12月17日付、1頁
【24】「豊商会の売店は新春早々開業！　市場と相俟って1つの百貨店を形成　近隣小売業者に手痛い打撃」：12月20日付、1頁
【25】「丸物問題で懇談会　清和会が」：12月21日付、2頁
備考） 新聞資料はすべて豊橋市中央図書館所蔵である。昭和7年は省略している。

表11　記事内容（その2）

【 7】 大資本を擁する大都市百貨店の進出は、激甚なる不況による消費者層の購買力減少によって窮地に追いつめられて
いる地方小売業者をして決定的打撃を加えるもので、対百貨店問題こそ小売業者にとっては切実な問題であるが、
過般百貨店の地方出張売出しは百貨店側の自制によって廃止することになり、一先ず問題の解決をみた形で漸く安
堵の胸をなでおろしていたが、それも暫時また別の形における百貨店の躍進に豊橋市内小売業者は脅威されだした。
即ち最近、旧物産館あとに京都丸物百貨店の支店として丸物の開業あり、また松葉プール跡にエビス百貨店が開業
されんとしており、既設の旭デパート等と相俟って、その合理化された時代的経営により、市内消費者を奪い去ら
んとしつつあり、小売業者に比較して発展性のあることは確かなので、かくては小売業者は危路に立つことを余儀
なくされんとしており、対百貨店問題は再び市内小売業者の間における痛切な問題となるに至った。

【 8】 地方小売業者の脅威である大都市百貨店の進出は、過般百貨店の自制によって廃止されることになり、一安堵も束
の間、豊橋地方小売業者は又別の形における百貨店の進出、即ち支店名目による京都丸物の進出、地元資本家の百
貨店開設等におびやかされ出し、再び対百貨店問題が切実な問題として日程に登って来たことは既報の如くであるが、
小売業者の有力団体である清和会では此程、対策協議の結果、丸物の進出が百貨店側の声明後、為されたものであ
る以上、右声明に信を置けずとして百貨店の進出防止策を積極的に講ぜられるよう商工省に近く陳情することになり、
一方商工会議所にもおいて窮境にある小売業者のために何等かの対策を講ずることになり、更に小売業者間に於い
ては、他力的解決に俟つのみならず、自力的に具体的対抗策を実行すべきであるとの気運が醸成されつつあり、過
般問題にされた豊橋小売業者連盟の結成、共同売出し、共同宣伝、正札励行、勘定日統一等が之を契機に実現され
るに至るものとみられるに至った。

【 9】 京都丸物の進出、旭デパート、近く開業のエビスデパート等百貨店の躍進に脅威を感じつつある市内小売業者は、
必至となって対策に努めつつあることは前項の如くであるが、大資本を擁して時代的な合理的経営を行う百貨店に
圧迫され、小売業者が窮迫化させられるのは現在の経済機構のもとにおいては、当然の理で一時的な糊塗策は可能
であっても、全面的な打倒は到底望み得る処ではないとみられる。就中、目下市内小売業者が対抗策としてあげて
いる商工当局への防止策陳情の如きは全く成果の期待されないものであり、小売業者連盟会の結成による統制の如
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きものも一時的な対抗策ではあり得ても有力な機関として結成すること自身、既に困難な仕事で実際的効果は望ま
れず、かかる事情から推して行って市内の小売業者は不況の深化と共に時代的に合理化された百貨店側に消費者層
を奪い去られるのみであろうと見られている。

【10】 既報＝最近の市内における百貨店の躍進に大いなる脅威を感じつつある市内小売業者は、その契機を為した京都丸
物支店の開設が、過般の百貨店側の自制声明以後になされたものである関係から自制なるものに全く信をおけず、
かくては小売業者の脅威されること大であると対策講究の結果、清和会を中心とする主唱によって丸物支店の豊橋
からの撤退を陳情することになり、陳情書を起草し、市内36種の各商工業組合を動員、調印を取り纏めつつあったが、
愈々今17日代表者上京、商工省及び日本百貨店協会に陳情をなす事になった。しかし之が直ちに奏功するや否やは
極めて注目される。

【11】 丸物の支店開設及び地元資本家に依る開設等、最近百貨店の異常なる躍進に脅威されること多大である市内各種小
売業者の対百貨店問題は丸物の支店開設を契機として全般的な問題となり、之が対策に就いて講究の結果、丸物の
支店開設は過般の百貨店側の自制協定に背反するものなりとし、此程撤退陳情を商工当局及び百貨店協会に対して
為しつつあることは既報の如くであるが、一方之に対して丸物側に於いては丸物は豊橋物産館と単に名称が変わっ
ただけで、豊橋物産館当時に於いても事実上丸物の支配下にあったものであり、内容に於いて全く変わっておらず、尚、
現在の支店を拡張するとか或は新築するとかの意図は持っていないのだから、小売業者にとって今更より以上の脅
威となる筈はなく、又自制協定に背反如何は全く問題にならないと考えると言っており、此の問題の成り行き、就中、
小売業者連の陳情が奏功を見せるや否やは極めて注目される。

【12】 市内小売業者は百貨店対策の1つと勘定日統一、現金支払等の実行をあげているが、これが具体的実行方法について
豊橋広告協会では21日協議さる。

【13】 市内各種小売業者連の丸物支店撤退陳情に対して商工省当局では、丸物側の持している意識を認めている如く簡単
に奏功は予想されない状態であるが、小売業者側においては問題が生活の脅威問題であるだけに直ちにあきらめる
訳にはいかず、あく迄貫徹を期して運動を続けることに意見が一致しており、今後は会議所を主体としてやること
になり、目下、会議所側の助力を要請している。

【15】 市内各種小売業者連は丸物の支店開設は百貨店の自制協定に背反するものなりと、右支店の撤退を当局に陳情し、
このことから俄然対百貨店問題は表面化するに至ったが、結局右陳情は奏功をみせない模様で、小売業者としても
今や之に対しては大した期待を持たず、また同支店の現在の営業状態ならば旧物産館時代と大した差異は認められ
ないので、従って撤退運動の主力を注ぐことを放棄して、或程度実質的な対策をもって対抗すべき気運が動きつつ
あり、即ち小売業者組合等の結成に依って市内小売業者を統一し協力をもって百貨店に当たらんとするものであるが、
之にたいしては丸物側でも相応の対策をとるであろうし、小売業者が大資本に圧迫せられ窮乏化していくことは争
えないであろうが、何れにしても最近市内商店界は丸物の支店開設を契機として注目せられる動きをみせている。

【16】 丸物の豊橋支店開設は百貨店の自制協定に明らかに背反するものであり、かくては自制協定なるものに全く信を置
けず、脅威される処、大であると過般市内各種小売業者連は商工省及び百貨店協会に対して右支店の撤退を陳情し
た処であるが、右陳情は商工当局の傍観的態度によって容易に奏功を見せない模様であり、之に対して市内小売業
者連は小売業者連盟結成等の或程度恒久的な対策を練る一方、あく迄右丸物支店撤退の奏功を期して進むべく決意し、
その1つの方法として会議所を主体として運動を継続することになったことは既報の如くであるが、之について小売
業者側代表者牧野氏等は、商工会議所総会に上京出席中だった神野会頭が一昨夜帰豊したので昨26日会議所を訪問、
陳情懇談する処あった。

【17】 市内各種小売業者連があく迄丸物の撤退を期して邁進することになったことは前項の如くであるが、之がため全市
内小売業者の統一結束を図るの要あり、またその他百貨店対策を大衆的に決するべく近く小売業者大会を開催し、
気勢を挙ぐべき気運が醸成せられつつあり、主唱者側に於いては早くも準備しつつある。何れにしても最近市内商
店界の動きは百貨店に対する対抗に集中せられ、極めて時代的な色彩を帯びている。

【18】 丸物支店、十合百貨店販売部の開設、既報の旭デパート、近く出現せんとするエビス屋百貨店等々、百貨店の異常
なる躍進に非常な脅威を投げかけられた市内各種小売業者は、対百貨店問題を重要問題として口程に上せ、対策と
して先ず丸物の自制協定違反をとり上げ、支店撤退を主務当局に陳情せることは既報の如くであるが、之に対し商
工当局では百貨店協会側に対し違反如何の調査を命じたといわれるも、結局それは形式的なもので奏功は先ず望み
ないといわれており、各種小売業者側においては今後会議所の助力と相俟って、あく迄実現を期すると意気込んで
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はいるものの会議所自身も中々御輿を上げないという有様であり、結局に打ちひしがれて行く小売業者の大資本に
対する果敢ない反抗として終わりそうである。若し奏功したとしても既設の百貨店及び地元資本家による百貨店開
設は如何とも為す能わず。恐慌の深化と共に消費者層が合理化された百貨店側に奪ひ去られて行くのは必然の過程
とみられ、外に小売業者連が百貨店対策として挙げている組合の組織等は百貨店にとっては問題にならぬものであり、
かくて小売業者は全くドタン場に追い詰められた感がある。

【19】 市内新銭町商店界有志によって今夏開設された天神商店街は、開設当時においては時代的な経営方法として俄然豊
橋地方商店界に波紋をなげかけ、将来の発展性を期待されていた処で、実際において当初においては相当の賑わい
を見せ、豊橋地方唯一の盛り場を形成していたのであるが、最近においては散歩客の激減、更に根本的理由として
は不況の遂日的深化、より合理的経営たる百貨店の躍進、即ち丸物の支店開設、旭デパート等々のために消費者層
を奪い去られる等で早くも行き詰まりの状態を現出し、多くの商店では家賃の支払いに窮している有様である。之
は極めて注目せられる現象であるが、打開策に躍起となった同商店街に組織せられる商人連は最近歳末を控え、百
貨店の裏をかいて農村への出張を計画し、此程鷲津町に第一回の出張販売を共同をもって行ったが、非常な好成績
を挙げ、之に鑑み、今後もどしどし行うといっているが、極めて興味をもって見られている。

【20】 丸物支店開設を中心とする丸物百貨店と市内各種商工業者との係争は極めて時代的色彩を帯びている処から、その
成りゆきは斉しく注目される処となっているが、過日の丸物本店よりの代表者と市内商工業者代表者との会見にお
いては、市内商工業者の主張する期限付き撤退に対して、丸物側はあく迄自制協定に背反せずとの見解を持して譲
らず、遂に物別れとなり、来15日頃を期して第2回会見が行われることになったが、当日の会見において妥協点が
発見され、解決に至るや否やはきわめて注目されているも、丸物側においては市内商工業者側があく迄撤退を要求
する場合においても同様、自説を持して譲らず解決をひきのばす持久的戦法をもってのぞみ、遂に問題を立ち消え
に至らしめて居据わろうと画している模様である。

【21】 問題に対する丸物側の意向は別項の如くなので市内商工業者があく迄支店の撤退を期している限り、両者折衝によ
る問題の解決は遂に不可能とみられているが、市内商工業者側一部においては目的の奏功に対する悲観的気持ちから、
丸物が今後店舗の拡張その他を行うことなく現状を持して営業を続ける限り旧物産館当時と大した差異なく、従っ
てその限りにおいては小売業者の受くる脅威の増大は認められず、また歳末を目前にして問題を続くることは反っ
て不利であり、今後市内商工業者を圧迫せぬ方針をもって営業をなすことを根本的条件として、具体的な付則を付
して支店の存続を認めてはどうかとの意見を有するものもあり、或程度之が支配的な意見となりつつある模様で、
この間会議所等の動きもあって、結局此程度の解決を告ぐるに至るのではないかとみられている。

【22】 丸物支店問題を中心とする市内小売業者代表と丸物側との第2回会見は、明日13日会議所において行われることに
なったが、結局双方相当に譲歩し、昨報の如く小売業者側が丸物の支店の存続を認め、今後小売業者を圧迫するが
如き営業政策をとらぬということを根本的条件として、解決を告ぐるに至るのではないかとみられている。

【23】 丸物の支店開設を中心とする市内小売業者と丸物百貨店との紛争問題は、
▽丸物百貨店は現状維持の侭、今後増改築をせぬこと、同支店営業権を他に譲渡しないこと、取扱商品の部分を増
加せぬこと、豊橋の物産品を本支店を通じて取り扱うこと、その他百貨店の自制協定によること。
等の条件をもって落着することに至ったことは既報の如くであるが、之によって小売業者側は丸物支店の撤退は遂
に奏功し得ず、多少の脅威は拭うべくもないが、とにかく一応のおさまりを見たので、ここもと双方師走の大売出
しに余念ない状態となったが、何れにしても問題に依って丸物支店の存在を一般に確認せしめた感あり、市内小売
業者は甚だ分が悪い模様である。

【24】 豊橋市新川公設市場の指定商人をもって組織せられる豊商会においては現市場及び日赤診療所豊橋出張所前の空地
を設置すべく計画、過般着工せることは既報の如くであるが、目下着々工事進捗中で明年早々開業の運びに至らし
むべき予定の如くである。尚、当該売店は公設市場において取り扱う以外の商品を取り扱う市場と相俟って、百貨
店的な色彩をもった売店を形成せんとするものらしく、付近小売商人の打撃は更に広範に手痛いものがあろうとみ
られている。

【25】 豊橋市の小売業者を以って組織する清和会では屢報の如く丸物百貨店問題も円満に解決したので、之が経過報告を
兼ね19日夜7時から額ビルに於いて市内各新聞記者を招待して懇談会を開き、同会の牧野、加藤、白井氏等が交々
詳細に経過を報告する所あり、記者側から小谷、山本、白井、西山諸氏の将来における希望を述べ、各自懇談を交
えて8時半過ぎ散会した。

備考）表9と同じ。
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あ
る
清
和
会
が
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
市
内
小
売

商
は
豊
橋
小
売
業
者
連
盟
会
を
結
成
し
、
共
同
売
出
し
・
共
同
宣
伝
・
正
札

励
行
・
勘
定
日
の
統
一
な
ど
で
対
抗
策
を
講
じ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
市
内
三
十
六
種
の
各
商
工
業
組
合
の
総
動
員
に
よ
る
調
印
が
行
わ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
下
で
、
清
和
会
を
中
心
と
し
た
代
表
者
が
十
一

月
十
七
日
に
東
上
し
、
丸
物
の
支
店
設
置
が
日
本
百
貨
店
協
会
（
以
下
、
百

貨
店
協
会
と
略
す
）
が
表
明
し
た
自
制
協
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、
商

工
省
と
百
貨
店
協
会
へ
陳
情
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
自
制
協
定
と
は
、
百
貨
店
協
会
が
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
八
月

十
一
日
に
発
表
し
た
百
貨
店
の
営
業
活
動
の
自
制
に
関
す
る
声
明
書
の
こ
と

で
、
そ
の
三
項
に
「
支
店
分
店
ノ
新
設
ハ
当
分
ノ
内
之
ヲ
行
ハ
ザ
ル
コ
ト
ト

ス
」
と
あ
る）

41
（

。
清
和
会
は
、
こ
の
三
項
の
内
容
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
、

す
で
に
開
店
し
て
い
た
丸
物
に
対
す
る
反
対
運
動
を
開
始
し
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
（
表
10
・
11
：
【
8
】
〜
【
10
】）。
し
か
し
、
清
和
会
は
陳
情
す
る

手
段
の
ほ
か
に
具
体
的
な
対
抗
策
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
た
。

　

こ
の
清
和
会
の
行
動
に
対
し
丸
物
側
は
、
実
は
物
産
館
は
そ
の
当
時
か
ら

丸
物
の
「
支
配
下
」
と
し
て
経
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
店
舗
拡
張
や
新
築
は

考
え
て
お
ら
ず
、
自
制
協
定
に
全
く
違
反
し
て
は
い
な
い
と
堂
々
と
主
張
し

た
（
表
10
・
11
：
【
11
】）。
清
和
会
と
し
て
は
、
丸
物
の
進
出
が
生
活
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
撤
退
の
要
望
を
あ
き
ら
め
る
訳
に
は
い
か
ず
、
豊

橋
広
告
協
会
を
通
し
て
対
抗
策
を
協
議
し
た
。
さ
ら
に
、
清
和
会
は
豊
橋
商

工
会
議
所
を
バ
ッ
ク
に
、
丸
物
の
支
店
撤
退
運
動
を
継
続
す
る
た
め
に
会
議

所
へ
の
助
力
を
要
請
し
た
（
表
10
・
11
：
【
12
】【
13
】）。
一
方
で
、
市
内

小
売
商
の
な
か
に
は
、
お
そ
ら
く
丸
物
が
撤
退
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
か
ら
、撤
退
運
動
に
主
力
を
置
く
の
で
は
な
く
、営
業
対
策
を
も
っ

て
今
後
の
対
抗
策
を
練
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
清
和
会
の
行
動
へ
の
反

対
意
見
が
み
ら
れ
た
（
表
10
・
11
：
【
15
】）。

　

と
こ
ろ
が
、
陳
情
を
受
け
た
商
工
省
が
傍
観
的
態
度
を
み
せ
た
た
め
に
、

十
一
月
二
十
六
日
に
清
和
会
は
、
と
う
と
う
商
工
会
議
所
の
神
野
会
頭
へ
直

接
陳
情
懇
談
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
と
あ
る
（
表
10
・
11
：
【
16
】）。
他

方
、
大
々
的
に
反
対
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
逆
に
丸
物
を
宣
伝
す
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
と
記
事
に
掲
載
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
（
表
10
：
【
14
】）。
清

和
会
は
市
内
小
売
商
の
統
一
と
結
束
を
図
る
た
め
に
、
小
売
業
者
連
盟
の
結

成
や
小
売
業
者
大
会
を
開
催
し
対
抗
し
た
（
表
10
・
11
：
【
16
】【
17
】）。

　

こ
れ
だ
け
の
反
対
運
動
を
展
開
し
つ
つ
も
、
丸
物
側
に
は
撤
退
の
意
思
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
商
工
省
が
百
貨
店
協
会
へ
自
制
協
定
に
違

反
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
か
ら
調
査
を
命
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
丸
物
が
撤
退

す
る
こ
と
へ
の
望
み
は
薄
く
、
市
内
小
売
商
は
土
壇
場
に
追
い
詰
め
ら
れ
た

様
相
で
あ
っ
た
と
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
表
10
・

11
：
【
18
】）。
と
こ
ろ
で
、
豊
橋
市
の
な
か
で
も
好
調
で
あ
っ
た
天
神
商
店

街
で
は
、
旭
デ
パ
ー
ト
や
丸
物
が
開
店
し
た
影
響
で
来
客
数
が
激
減
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
同
商
店
街
で
は
、
打
開
策
と
し
て
農
村
へ
出
張
販
売
を
共
同

で
敢
行
し
、
好
成
績
を
あ
げ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
（
表
10
・
11
：
【
19
】）。

　

清
和
会
と
丸
物
の
代
表
者
が
会
合
を
持
っ
た
も
の
の
、
丸
物
側
は
自
制
協

定
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、
撤
退
し
な
い
と
の
主
張
を
譲
ら
ず
物
別
れ
と
な
っ
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た
（
表
10
・
11
：
【
20
】）。
さ
ら
に
、
既
述
の
丸
物
支
店
設
置
を
容
認
す
る

意
見
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
理
由
に
は
、
丸
物
が
こ
の
先
、
店
舗
拡
張

な
ど
を
せ
ず
に
現
状
維
持
の
ま
ま
で
営
業
を
続
け
る
と
の
方
針
で
あ
れ
ば
、

物
産
館
時
代
と
大
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
つ

つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。（
表
10
・
11
：
【
21
】）。

　

第
二
回
目
の
会
見
が
十
二
月
十
三
日
に
行
わ
れ
、
ま
ず
は
清
和
会
が
歩
み

寄
る
こ
と
で
、
双
方
が
譲
歩
の
動
き
を
み
せ
た
。
そ
の
な
か
で
丸
物
が
、
市

内
小
売
商
を
圧
迫
す
る
営
業
戦
略
を
と
ら
な
い
と
い
う
条
件
を
基
本
と
し
て

解
決
へ
向
か
う
方
向
性
が
み
え
だ
し
た
（
表
10
・
11
：
【
22
】）。
結
果
的
に

は
、
丸
物
側
が
五
つ
の
条
件
を
呑
む
こ
と
で
支
店
設
置
が
容
認
さ
れ
、
そ
の

後
の
豊
橋
市
に
お
け
る
師
走
へ
の
大
売
出
し
へ
な
だ
れ
込
ん
だ
（
表
10
・

11
：
【
23
】）。
最
終
的
に
は
、
清
和
会
が
十
二
月
十
九
日
夜
に
円
満
に
解
決

し
た
と
の
報
告
を
兼
ね
た
懇
談
会
を
開
い
た
（
表
10
・
11
：
【
25
】）。
し
か

も
、
百
貨
店
を
模
倣
し
た
公
設
市
場
の
売
店
の
営
業
展
開
が
み
ら
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
、
丸
物
と
二
つ
の
地
元
百
貨
店

の
開
店
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
（
表
10
・
11
：
【
24
】）。

（
二
）『
新
朝
報
』
か
ら
の
検
討

　

以
上
、
丸
物
進
出
に
対
す
る
反
対
運
動
の
大
方
の
動
向
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、『
大
衆
』
の
記
事
に
大
き
な
誤
報
が
な
い
か
ど
う
か
、

次
に
『
新
朝
報
』
か
ら
簡
潔
に
確
認
し
て
お
く
。

　
『
新
朝
報
』
の
最
初
の
記
事
は
十
一
月
六
日
で
あ
っ
た
。
豊
橋
市
に
お
け

る
近
年
の
天
神
商
店
街
と
二
つ
の
百
貨
店
の
出
現
の
話
題
か
ら
は
じ
ま
り
、

表12　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その2：『新朝報』）

【26】 「百貨店時代　京都丸物の進出　豊橋商店界の？　消極に慣れた商店人が何んな頑張りを見せるか」11月
6日付、2頁

【27】 「豊橋の小売業者に打撃の百貨店進出！　『丸物』始め続々実現の形勢に　防御陣の声漸く湧く」11月14

日付、2頁
【28】「豊橋小売商店の百貨店進出対策　代表者上京して反対運動」11月16日付、2頁
【29】「丸物百貨店の進出反対陳情　協会の自制協定に背反」11月17日付、3頁
【30】「小売業者結束　丸物百貨店対策　商工会議所も乗り出す」11月22日付、2頁
【31】 「問題の丸物百貨店　会議所に調停懇請　事態の悪化を重大視した結果きょう小売業者代表者と会見」12

月8日付、3頁
【32】「丸物対小売商会見　きのうは物別れ　数日後再会見に決定」12月9日付、3頁
【33】「丸物百貨店問題　昨日第2回会見　夜に入るも纏まらず」12月13日付、3頁
【34】「きょう商工省で最終的決裁　丸物対豊橋小売商の折衝」12月15日付、2頁
【35】「丸物百貨店問題紛争全く解決　商工省の了解を得た覚書」12月17日付、3頁
【36】「丸物問題解決　報告懇談会」12月21日付、3頁
備考） 表10と同じ。
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表13　記事内容（その3）

【26】 吹きまくる不況の嵐に腰を入れたか……ちょっとポカポカして来た。それがドル為替低落のためか、それとも高橋

インフレーションのためかはここの問題ではない。ただ景気がちょっとポカポカしてきたことは事実だ。これが本

格的なものであるか、それとも中間的なものであるかは、もとより見る人によって異なるのだ。ところで、このポ

カポカ景気を見込んで、豊橋の商店街にも、いろいろな変化が起こりつつある。商店街にエポックといわれている

天神街の実績もまだ精算期に達しない折柄、横町の旭デパートが生まれた。松葉町にはエビス屋百貨店が工事を急

いでいる。そうした傾向に大きな反駁を与えたものが丸物の豊橋進出だ。百貨店の地方進出が問題となって百貨店

協会の自制により、その地方進出が打ちきられることになった、その瞬間に京都の丸物百貨店は豊橋に足場をつくっ

てしまった。広小路の豊橋物産館は9月の末に株式会社の登記手続きとなって、京都丸物の出張店として更生した。

従来通りの物産館だと商店界の人々が思っていた間に、それが百貨店豊橋進出の足場となったのである。丸物は流

石に京都丸物の出張店として恥ずかしからぬよう内容を充実して、豊橋市の消費階級にアピールしたのだ。しかも

伝え聞くところによれば、京都の丸物本店は、この豊橋出張所に相当の試験期間をおき、その結果如何によっては、

本格的な丸物支店に変更して、豊橋の商店界に君臨しようというのだ。その試験期間はおそらく今後1ヶ年で充分だ

ろう。その期間にどれだけの実績をあげ得るかは、もとより予断は出来ないにしても、大勢既にここに来た以上、

京都丸物の大資本が、豊橋に根をおろしたと見るのは決して間違いでない。そこで今さら、商店街があわてても仕

方がない。斯くの如き大資本を背景とする百貨店進出は早晩くるべきものだとは誰も考えていたところであった。

それが、割合早く実現したに過ぎない。豊橋の商店界はまさに百貨店時代となって来たのだ。何物に覇をとなえ、

そして商店界がそれら百貨店に対してどれだけの頑張りをみせるか……消極になれた豊橋の商店人とって、それは

迷惑な競争であるかも知れないが、消費者の立場からは興味と実利を備えた見物ということが出来る。

【27】 地方の中小商工業者にとって脅威の的となっていた大都市百貨店の出張売出しは今回百貨店連盟の自制によって廃

止することとなったので、このため多年悩み通した豊橋市内中小小売業者も漸く安堵した処、しかしここに又1つの

難問が生まれた。それは今回広小路通り旧物産館を買収して支店を開業した丸物百貨店の出現である。同店は700万

円の大資本を擁して京都に本店を有するので、現在は仮出張店程度のものであるが、今回更に階下の山本履物店跡

をも買収して目下改造中であるが、近き将来にはコンクリート造りの本建築を行う計画があるとのことである。一方、

今夏、当地方資本家の手によって本町横町に建設された旭デパート、更に同デパート内に出張売出しに代えて大阪

十合デパートとのチェーンストアをもってする進出、また本年末から開業されんとして着々建築を急いでいる松葉

プール跡のエビス屋百貨店、それに上伝馬と本町の交差点にも目新しい百貨店建設の噂がある事、大資本を盾に合

理化された時代的経営法をもって顧客を一手に吸収せんとする、これら百貨店の進出によって市内の小売業者は日

を追って自滅の淵に陥りつつある現象に鑑み、商工会議所でも、これが有効適切な対策を講究中である。

【28】 最近京都に本拠を有する丸物百貨店の進出をはじめとする十合チェーン、エビス屋百貨店等の出現により豊橋小売

業者は極度の脅威を感ずるに至り、このまま事態を放任すれば遂には百貨店のために致命的打撃を与えられるとい

うので、過般来、市内有力商店をもって組織せる清和会が中心となり、これが対策をめぐらしていたが、13日夜、

市内花園町田中屋呉服店方で協議の結果、いよいよ市内36の小売商組合を動かし、積極的に百貨店対抗を行うべく

先ず第1手段として、商工省および日本百貨店協会に宛てて丸物進出反対の陳情書を作成し、右36組合の署名調印

をただちに取りまとめ、17日代表者が上京し、陳情を行って百貨店進出反対の気勢をあげることになった。

【30】 豊橋小売業者の丸物百貨店進出反対運動は既報の如く代表者の上京陳情策も一蹴されたので、いよいよ第2段の策と

して豊橋商工会議所を動かし、会議所の指導下に市内36小売商組合を糾合して結束を固め、一糸乱れざる統制のも

とに飽くまで運動を継続すべく代表者は会議所首脳部と会見、その意向を質して援助を懇請するところあったので、

会議所としても豊橋小売業者の共同利益のために、この運動に乗り出すべく決意し、今22日より3日間、日本商工

会議所定期総会が開催され、神野会頭、鈴木理事が上京出席するので、その帰豊後、直ちに会議所商業部会を開き

積極的に対策を考究し、運動を具体化することになる模様である。
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【31】 丸物百貨店豊橋支店対市内小売業者の抗争は最近混迷状態のまま睨み合いを続けていたが、丸物側ではここ数日来

に至って事態の悪化をようやく重大視した結果、同社の重役来豊し、密かに対策を練った揚句、これを豊橋商工会

議所に持ち込んで調停方を懇願したので、会議所ではここに首脳部が両者調停案を作成し、昨7日豊橋小売業者代表

牧野氏等に右調停案を提示した模様で、その結果、今8日豊橋商工会議所において丸物対小売業者代表の正式会見の

上、解決を求めることになった。

【32】 丸物百貨店豊橋支店対豊橋小売業者の抗争は丸物側が豊橋商工会議所に調停斡旋方を懇請するに至り、会議所側で

は之を受諾した結果、豊橋小売業者代表に此の旨を伝え、漸く昨8日午前10時より豊橋商工会議所において両者正

式に会見した。出席者に丸物側中林社長、中島総支配人、小売商側加藤、田中、白井、牧野、山田の諸氏に会議所

側神野会頭及び鈴木理事が立会い、両者は妥協案につき折衝を重ねたが、丸物側では既に豊橋物産館当時より丸物

の商標により営業が継続していたのであるから自制協定には違反しないと言明し、豊橋小売商側は之を反駁して互

いに譲らず、遂に夕刻まで話は纏まらず、最後に小売商側から丸物は面目上、即刻引き上げは不可能とするも、一

定期間を付して豊橋支店を撤退せられたいと述べたが、これも丸物側の容れる処とならず、遂に物別れの形となっ

たが、更に数日後に再会見を約して両者の妥協案を見出すことに決定、散会した。

【33】 豊橋小売業者の注目の的となっている丸物百貨店豊橋支店問題は、去る8日に行われた両者の会見では物別れとなっ

たので、更に改めて妥協点を見出すために昨13日午後3時より豊橋商工会議所階上において第2回の会見が行われた。

丸物側は中林社長、中島総支配人、小売商側は加藤、田中、牧野、山田の諸氏が出席し、会議所からは神野会頭、

鈴木理事が立会い、両者折衝するところであったが、互いに自説を固持して譲らず、前回同様再び夜に入ったが、

この稿締切までには何等解決を見るに至らなかった。

【34】 丸物百貨店豊橋支店問題は昨報の如く、13日午後3時より豊橋商工会議所において丸物側代表及び豊橋小売商代表者

が会議所神野会頭、鈴木理事立会の下に会見し、両者の利害関係を或る程度まで譲歩して妥協点を求むべく折衝に

努めた結果、遂に丸物側は今後豊橋支店において移転、増資、増築を行わざること、ほか数項を認めることに決定

を見たが、更にこれを覚書として将来紛争の余地なからしめるため、昨14日夜、丸物、豊橋小売商代表者、各1名

及び鈴木理事の3名帯同して上京、百貨店協会員をも集めて商工省において、これが最終的裁決を行うことになった。

【35】 丸物百貨店豊橋支店問題解決の覚書を携えて上京した豊橋小売業者代表加藤、牧野、丸物側中島総支配人および豊

橋商工会議所鈴木理事の4氏は15日、伊藤百貨店協会事務長とともに商工省を訪れ、右覚書に対する同省の了解を

求めた後、辞去し、ここに同問題紛争の解決は全く成立して帰豊するところあったが、解決条件の覚書は左の如き

である。

覚書　丸物支店は現状維持に於いて存続することを条件として承認し、双方代表者間に了解成り解決す。

1、現在の建物を増改築、又は店舗の拡張及び移転を為さざること。

2、支店の営業権を他へ譲渡しないこと。

3、取扱商品の部門を増加しないこと。

4、地方物産は本支店を通じて取り扱うこと。

5、其他、百貨店協会の自制協定を厳守すること。

これによって豊橋小売業者は丸物豊橋支店の今後の拡張進出策を全く封じたわけで、たとえ同支店の撤去まではい

かなかったとしても、ある程度の効を奏したものとみられている。

【36】 豊橋市の小売業者を以って組織する清和会では既報の如く対丸物百貨店問題を円満に解決したので、これが経過報

告を兼ね、19日夜7時から額ビルにおいて各新聞記者を招待して懇談会を開き、同会の牧野、加藤、白井氏等が交々

詳細に経過を報告する所あり、記者側から小谷、山本、白井、西山諸氏の将来における希望を述べ、各自懇談を交

えて同8時半過ぎに散会した。なお、清和会は同日、関係36小売商組合に向けて同問題解決に至る経過報告書を発

送した。

備考）表9と同じ。
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物
産
館
が
株
式
会
社
へ
の
転
換
を
切
っ
掛
け
に
丸
物
の
「
出
張
店
」
と
し
て

変
容
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
消
費
者
の
立
場
か
ら
は
、
丸
物
の
支
店

設
置
は
興
味
と
実
利
を
備
え
た
百
貨
店
の
進
出
だ
と
掲
載
さ
れ
、
あ
る
種
の

歓
迎
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
（
表
12
・
13
：
【
26
】）。
丸
物
が
進
出

し
た
ほ
か
に
、
旭
デ
パ
ー
ト
内
に
大
阪
の
十
合
が
通
信
販
売
の
チ
ェ
ー
ン
店

を
設
置
し
た
こ
と
と
、
エ
ビ
ス
屋
百
貨
店
の
開
店
や
、
さ
ら
に
新
し
い
百
貨

店
建
設
の
噂
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
、
商
工
会
議
所

が
有
効
か
つ
適
切
な
対
策
を
考
究
中
で
あ
っ
た
と
あ
る
（
表
12
・
13
：
【
27
】）。

　

丸
物
進
出
の
動
き
に
対
し
て
、
市
内
三
十
六
の
小
売
商
組
合
の
結
束
の
も

と
、
商
工
省
・
百
貨
店
協
会
へ
の
陳
情
書
作
成
お
よ
び
十
一
月
十
七
日
に
代

表
者
が
上
京
し
た
。
清
和
会
が
丸
物
の
自
制
協
定
を
批
判
し
、
豊
橋
商
工
会

議
所
首
脳
部
と
の
会
見
を
行
い
、
援
助
を
懇
請
し
た
と
書
か
れ
て
い
た
点
は

『
大
衆
』
と
同
様
で
あ
っ
た
（
表
12
・
13
：
【
28
】
〜
【
30
】）

　

つ
い
に
、
豊
橋
商
工
会
議
所
が
乗
り
出
し
、
両
者
の
調
停
案
を
作
成
す
る

動
き
と
な
っ
た
。
商
工
会
議
所
が
仲
介
し
、
清
和
会
と
丸
物
の
代
表
者
に
よ

る
正
式
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
十
二
月
八
日
の
一
回
目
の
会
合
で
は

両
者
と
も
に
譲
ら
な
か
っ
た
（
表
12
・
13
：
【
31
】【
32
】）。
さ
ら
に
、
二

回
目
の
会
合
が
十
二
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。
会
合
の
途
中
ま
で
は
、
お

互
い
が
自
説
を
固
持
し
て
何
等
解
決
に
至
ら
な
い
状
況
下
で
あ
っ
た
と
あ
る

（
表
12
・
13
：
【
33
】）。

　

そ
の
後
、
丸
物
は
清
和
会
の
条
件
を
入
れ
た
妥
協
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ

の
覚
書
を
清
和
会
と
丸
物
の
両
代
表
者
が
持
参
し
て
商
工
会
議
所
の
鈴
木
理

事
と
と
も
に
上
京
し
、
十
二
月
十
五
日
に
百
貨
店
協
会
の
伊
藤
事
務
長
と
と

も
に
商
工
省
を
訪
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
覚
書
を
提
示
し
、
将
来
的

に
再
び
紛
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
最
終
的
な
裁
決
を
求
め
解
決
し
た
と
い

う
、
一
連
の
動
向
が
『
大
衆
』
よ
り
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た）

42
（

。
こ
の
覚
書

に
は
、先
述
の
五
つ
の
条
件
が
明
記
さ
れ
て
い
た
（
表
12
・
13
：
【
34
】【
35
】）。

十
二
月
十
九
日
に
は
清
和
会
が
円
満
解
決
の
会
見
を
開
き
、
豊
橋
市
内
の
各

新
聞
記
者
に
説
明
し
て
い
た
こ
と
は
『
大
衆
』
と
同
様
で
あ
っ
た
（
表
12
・

13
：
【
36
】）。

（
三
）『
豊
橋
日
日
新
聞
』
と
そ
の
ほ
か
の
新
聞
か
ら
の
検
討

　

以
上
、『
大
衆
』
と
『
新
朝
報
』
の
二
つ
の
新
聞
記
事
か
ら
反
対
運
動
の

動
向
を
追
っ
て
き
た
。
両
者
は
互
い
に
譲
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
豊
橋
商
工

会
議
所
が
仲
介
に
入
り
、
両
者
へ
の
妥
協
案
を
提
示
し
、
デ
モ
運
動
ま
で
に

は
発
展
せ
ず
に
終
息
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
市
内
小
売
商
の
有
力

者
で
構
成
さ
れ
た
清
和
会
を
中
心
に
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
そ
う
で
は

な
い
市
内
小
売
商
の
意
見
も
か
な
り
存
在
し
た
。
し
か
も
、
商
工
省
や
豊
橋

商
工
会
議
所
の
動
き
に
関
し
て
も
完
全
な
反
対
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
曖
昧
さ
が
う
か
が
え
た
。
清
和
会
は
丸
物
に
対
す
る
営
業
展
開
を
五

つ
の
条
件
付
き
で
認
め
た
こ
と
で
、
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
支
店
設
置
の
問
題
解

決
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、『
大
衆
』
と
『
新
朝
報
』
以
外
の
新
聞
で
は
ど
の
よ
う
な
報
道
が

な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
日
日
』
か
ら
も
、
豊
橋
市
初
の
市
外
資
本
で
あ
る
丸
物
に
よ
る
百
貨
店

の
開
店
に
際
し
、
清
和
会
が
十
一
月
上
旬
に
百
貨
店
の
自
制
協
定
に
違
反
す
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表14　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その3：『豊橋日日新聞』）

【37】「丸物対小売商　直接交渉開始」：12月8日付、3頁
【38】「支店を拡張せず　小売商を圧迫せぬという条件で協定が出来た」：12月15日付、3頁
【39】「小売店団結の熱をさますな」：12月17日付、1頁
【40】「和解の条件」：12月17日付、3頁
備考） 表10と同じ。

表15　記事内容（その4）

【37】 豊橋小売商店では丸物百貨店が自制協定違反の点を指摘して種々運動し、これが問題解決に努めつつあるが、商工
省でも百貨店自制申し合わせと丸物豊橋支店開設に矛盾を認め、百貨店協会に対し警告を発すると共に丸物百貨店
に対し考慮を促し来ったので、丸物ではこの程、仲井課長、中林総支配人、中島顧問の3氏来豊、小売商店と折衝を
開始しつつあり、丸物側では小売商側と妥協し更生策を講ずべく希望し、小売商店側では断然閉店せしめるか、或
は小売商店側で共同経営せしめるか、2つの方針について協議中で小売商店側の態度決定次第、更に折衝を開始する
筈で、現在の形勢は小売店仮に有利のものの如くである。

【38】 豊橋小売商代表対丸物重役の第2回会見は13日午後4時過ぎから会議所楼上で行われ、小売商側から牧野、白井、加
藤、田中の諸氏、丸物側から中林社長、中島総支配人出席、神野会頭、鈴木理事立ち合いの下に、小売商側から会
社側が閉鎖不可能なら、第1に現在の支店を将来拡張しないこと、及び将来の経営に当たっては小売商を圧迫する方
法を採らないことの2つの条件を提示し、丸物側は支店拡張については充分考慮の上、確答すると答えたが、神野会
頭等が双方を斡旋し、結局、右の条件を容れることになった。しかし商工省から百貨店協会に対し善処を命じた関
係もあるので、単に小売商対丸物のみの協定成立するも、果たして商工省がこれを承認するかどうか疑問で、右の
協定案を齎して小売商代表が上京、商工省当局の意見を確かめた上で決定することとなり、14日夜、牧野氏外4名が
上京した。

【39】 豊橋小売商組合のデパート対策は先に松坂屋、三越、白木屋、髙島屋等々大百貨店の出張販売を如何にして食い止
めるかに始まり、相当久しい間、此の問題に悩んでいた所、幸いにも百貨店組合の自制案によって出張販売が取り
止めとなったので、ホット安堵の胸を撫で下ろしたのも束の間、次いで足元から鳥が飛び立った様に豊橋物産館が
京都丸物支店と看板を替えた。更生した現在の丸物支店は小さいもので敢えて異とするに足らないが、此の小支店
を足場として大資本を擁する丸物が何日豊橋へ大支店を建設しないとも限らない。出張販売の一難去ってより以上
の大難襲来とばかり小売商組合はいきり立った。そして、豊橋商工会議所を仲に立てて商工省をも動かし、其の団
結によって之が又、成功というべき解決案の成立を見た。併し、これによって百貨店の障碍は総て除かれたものな
りとするは余りにも早計ではあるまいか。私達は尚、其処に幾つかの残された問題があり、豊橋小売商組合は更に
第3段の百貨店対策の一大戦法を用意しなくてはならないものと思う。購買者の立場から見るときは百貨店の出張販
売といい、又丸物の進出は購買者に幾多の利益をば与えたれ、それによって失われたものは何もない。購買者はよ
りよき品のより安きを欲することに古今東西変わりない。信用ある大百貨店の出張販売に飛び付き買いをするは、
そうした購買者の弱点につけ込んだものであって、一方それに刺激された小売商の発奮によって物価指数を多少な
りとも引き下げ得た事は争われない事実である。聞く処によれば岡山市に於いては百貨店対策として同市一流小売
店約100店が一大結束をなし、岡山百貨サービス会社並びに岡山百貨サービス組合なるものを設け、既に其の活動を
開始しているとの事である。それは百貨サービス組合の組合員である加盟個人商店がそのまま百貨株式会社の株主
となって、組合では発行出来ぬ加盟店共通の商品券や共通伝票を発行し、会社は予め顧客の信用状態を調査し、得
意先へ伝票綴りを配布し、顧客は其の伝票によって掛買いし、月末払い或は月賦払いとして会社から集金するもので、
会社は加盟店に対して翌月末伝票によって資金の融通をつけ、掛金による資金の固定を防ぐ方法になっていると。
実施日浅く未だ其の成績を聞くだけの材料はないが、豊橋小売商組合に於いても此の一致団結した気運の高まって
いる際、徒らに其の熱を冷却に任す事なく、岡山市の例などを充分調査参考して明日の百貨店対策を今日に於いて
大いに考究し置くべきである。

【40】 豊橋の小売業者側と広小路、丸物百貨店豊橋支店とのゴタゴタ問題もいよいよ円満解決して、この程主務省の了解
を求め、双方師走の大売出しに余念なき状態となった。丸物との和解の主なる条件は左の通りである。
△丸物百貨店は現状維持のまま増改築せぬこと。同支店営業権を他へ譲り渡さないこと。取扱商品の部分を増加せ
ぬこと。豊橋の物産品を本支店を通じて取り扱うこと。其他百貨店協会の自制協定によること。

備考） 表9と同じ。



昭和七年豊橋市への京都丸物の進出と反対運動

（28）

（28）79

る
も
の
と
し
て
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る）
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（

。
両
者

は
直
接
交
渉
を
行
い
、
丸
物
側
は
妥
協
策
を
提
示
し
、
清
和
会
は
閉
店
か
共

同
経
営
案
を
主
張
し
た
（
表
14
・
15
：
【
37
】）。
第
二
回
会
見
が
十
二
月

十
三
日
に
行
わ
れ
る
な
か
、清
和
会
は
東
京
の
商
工
省
へ
の
陳
情
を
行
い（
表

14
・
15
：
【
38
】）、
市
内
小
売
商
の
団
結
が
解
決
案
の
成
立
を
導
い
た
と
評

価
さ
れ
た
（
表
14
・
15
：
【
39
】）。『
日
日
』
に
お
い
て
も
最
終
的
に
は
、

既
述
の
五
つ
の
条
件
が
み
ら
れ
た
。『
日
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
箇
条
書
き
が

簡
潔
で
最
も
理
解
し
や
す
い
の
で
、
こ
こ
で
以
下
に
示
し
て
再
度
確
認
し
て

お
こ
う
。

　

Ⓐ
丸
物
の
店
舗
は
現
状
維
持
の
ま
ま
で
増
改
築
を
し
な
い
こ
と
。

　

Ⓑ
同
支
店
の
営
業
権
を
他
へ
譲
り
渡
さ
な
い
こ
と
。

　

Ⓒ
取
扱
商
品
を
増
加
し
な
い
こ
と
。

　

Ⓓ
豊
橋
市
の
物
産
品
は
丸
物
の
本
支
店
を
通
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

　

Ⓔ
そ
の
他
と
し
て
百
貨
店
協
会
の
自
制
協
定
に
従
う
こ
と
。

　

上
記
の
条
件
を
一
覧
す
る
限
り
で
は
、清
和
会
が
最
も
主
張
し
た
「
撤
退
」

と
い
う
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
清
和
会
と
丸
物
は
上
述
の
条
件
で

和
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
応
の
解
決
を
み
た
（
表
14
・
15
：
【
40
】）。
一

方
で
は
、
丸
物
に
し
て
も
店
舗
が
賃
貸
で
売
場
面
積
が
ほ
ぼ
決
め
ら
れ
て
お

り
、
丸
物
の
営
業
展
開
の
大
勢
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
し
な
い
好
条
件
で
あ
っ
た

と
捉
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
豊
橋
の
物
産
品
の
取
り
扱
い
は
、

市
や
商
工
会
議
所
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
で
あ
っ
た
。
当
時
の
百
貨
店
の
催

事
展
開
の
一
つ
と
し
て
地
方
都
市
の
物
産
展
は
百
貨
店
側
に
と
っ
て
も
重
要

な
戦
略
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
丸
物
と
し
て
は
む
し
ろ
有
益
な
条
件
で

あ
っ
た
と
受
け
取
れ
る）
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以
上
、『
大
衆
』『
新
朝
報
』『
日
日
』
の
三
紙
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
丸

物
が
開
店
し
て
か
ら
わ
ず
か
約
一
ヶ
月
で
反
対
運
動
は
鎮
静
化
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
年
末
に
向
け
て
一
気
に
百
貨
店
の
三
店
舗
が
熾
烈
な

競
争
を
展
開
し
、
市
内
小
売
商
を
圧
迫
し
た
。
つ
ま
り
、
年
末
の
商
戦
が
近

づ
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
大
商
店
か
ら
な
る
清
和
会
以
外
の
、
と
く
に
市

内
の
中
小
小
売
商
が
反
対
運
動
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
い
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
う
え
、『
参
陽
新
報
』『
東
海
朝
日
新
聞
』『
豊
橋
新
報
』
か
ら
も
同

様
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
表
16
・
18
・
19
）。
上
記
の
三
紙
に
大
き
く
掲

載
さ
れ
な
か
っ
た
点
と
し
て
は
、『
参
陽
新
報
』
に
は
商
工
会
議
所
が
不
誠

意
で
あ
っ
た
こ
と
、『
東
海
朝
日
新
聞
』
に
は
商
工
会
議
所
の
は
っ
き
り
し

な
い
態
度
や
フ
ラ
フ
ラ
腰
に
対
し
て
、
小
売
業
者
が
大
憤
慨
し
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。『
豊
橋
新
報
』
に
は
、『
日
日
』
同
様
に
清
和
会
か
ら
丸

物
に
対
し
て
、
閉
店
か
共
同
経
営
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。

『
東
海
朝
日
新
聞
』
に
は
、
そ
れ
に
対
し
丸
物
が
強
気
の
対
応
を
行
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
反
対
運
動
が
急
激
に
鎮
静
化
し
た
こ
と
は
大
変
気

に
な
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い）

45
（

。

　

最
後
に
、『
参
陽
新
報
』
に
清
和
会
の
代
表
者
が
商
工
省
と
百
貨
店
協
会

に
提
出
し
た
陳
情
書
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
表
17
に
示
し
た
。

清
和
会
は
、
丸
物
の
行
動
が
百
貨
店
協
会
が
発
し
た
自
制
協
定
の
支
店
設
置

に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
た
。
し
か
も
清
和
会
は
、
丸
物

が
支
店
を
設
置
し
た
前
後
の
物
産
館
の
株
式
会
社
化
な
ど
の
状
況
を
詳
し
く
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表16　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その4：『参陽新報』）

【41】「広小路丸物百貨店に商工組合から退去命令　調印を取纏め商工省へ陳情」11月16日付、2頁
【42】「豊橋商工業組合代表昨夜陳情の為め上京　丸物の豊橋進出違反を指摘」11月17日付、2頁
【43】「紛争をよそに店舗の大拡張　問題の丸物豊橋支店」11月25日付、1頁
【44】「神野会頭らきょう帰豊」11月25日付、1頁
【45】「参陽評壇　百貨店問題」11月25日付、1頁
【46】「きのう小売商代表　会議所を訪問陳情！　対丸物百貨店豊橋支店問題の推移」11月27日付、1頁
【47】「小売商大会で気勢を揚ぐ！　目下幹部側にて計画中」11月27日付、1頁
【48】「慎重に調査した上　近く商業部会を開く　丸物支店問題での会議所の意向」11月28日付、1頁
【49】「丸物問題に対して会議所頗る不誠意　36組合に非難の声上がる」11月29日付、2頁
【50】「丸物問題　商工省に叱られ百貨店協会恐れ入る　豊橋支店結局取消しとなろう」12月1日付、1頁
【51】「丸物百貨店　遂に恐れ入って豊橋商人に妥協申入れ　小売商は飽迄支店引き揚げ要求」12月8日付、1頁
【52】「参陽評壇　丸物の問題」12月9日付、1頁
【53】「丸物と豊橋商店代表　会見は結局物別れ！　昨日会議所で第1回交渉」12月9日付、2頁
【54】「撤退期限の短縮で丸物問題は解決か！　第2回の会見こそ見もの」12月10日付、1頁
【55】「丸物と小売商の第2回の会見　13日午後会議所で」12月11日付、1頁
【56】「参陽評壇　丸物問題」12月12日付、2頁
【57】「丸物問題で持て余す商工省　小売商と妥協出来ても自制協定違反は事実　此間の処置をどうするか？」12月20日付、1頁
【58】「表面は不徹底　内実ガッチリ　丸物の自由を縛った解決」12月20日付、1頁
【59】「丸物経過報告　額ビル懇談会　清和会と新聞記者会見」12月21日付、2頁
【60】「丸物とエビス屋販売戦一騎打ち　ボーナス目当ての大売出し」12月26日付、2頁
【61】「あと6日　精根の限りを尽し歳末商業戦大詰へ！　各商店死にもの狂いの総攻撃」12月26日付、2頁
【62】「『今が買い時』　商店のスローガン　中小商人の肚は苦しい」12月26日付、2頁
備考） 表10と同じ。

表17　記事内容（その5）

【42】 百貨店地方進出に対し少なからず悩まされてきた豊橋中小商工業者36組合は、既報の如く8月11日日本百貨店協会
に於いて制定された自制協定において救われ一同安堵を、胸をなでおろしていたが、10月上旬、京都丸物百貨店が
豊橋市広小路通り旧丸森百貨店跡を買収、700万円という巨大なる資本をバックに合理化された時代的な経営法を
もって顧客を一手に吸収し、自力更生時代にある豊橋市商店界を惑乱せんとしつつあるに鑑み、豊橋中小商工業者
では各自の死活にかかわる重大なる問題なりとて、以来これが防止策に少なからず頭を悩ましていたが、今回丸物
百貨店のとったる態度は如何なる方面より考察するも明らかに自制協定に背反するものと、豊橋中小商工業者は各
自の生活権擁護のため丸物百貨店が豊橋支店を設置、当時の実情を詳細に調査し、商工省及び日本百貨店協会に陳
情し、合法的に丸物百貨店を豊橋より退去を命ずべく、昨16日陳情書を携え、36組合代表者白井、山田、牧野の3
氏が上京、17日商工省をはじめ日本百貨店協会に陳情書を提出、あくまで目的貫徹に努めることとなったが、丸物
百貨店が豊橋支店設置のカラクリを暴露されたあかつきは百貨店協会の問題となろうといわれ、問題が如何に解決
されるか、当業者の期待の的となっている。

陳情 書　本年10月14日京都市に本店を有する合名会社丸物が当市に支店を新設したるは、既に声明したる日本百貨店協
会の自制協定に背反する不徳の行為と思考せられ候条、特別の御詮議を以って速やかに適当なる処置を講ぜられ度、
関係書類相添此段及陳情候也。

一、合名会社丸物が当市に支店を新設したる前後の状況。丸物百貨店が当市へ支店を新設したる清水町20番地の空地建物
は市内花田町字大塚37番地熊田嘉平氏の所有に係り、昭和5年9月洋品雑貨を主として販売する合資会社豊橋物産館、
之を貸借し、営業中、当該会社は本年9月24日組織を株式会社に変更、同年10月5日店内模様替えの故を以って休業
を発表し閉店中の処、同月14日突如豊橋区裁判所に合名会社丸物支店の商業登記をなしたるものなり。然るに一般世
上に於いては単に店内陳列模様替えの為めと信ぜられたる豊橋物産館は、10月22日より丸物百貨店豊橋支店として
愈々本格的開店を為すに至りしものなり。

一、日本百貨店協会の声明書第3項に背反する事実。本年8月11日付、日本百貨店協会の名に於いて発せられたる自制協
定の声明書第3項は8月11日以前に於いて。

一、敷地の買収をなし、支店の計画を進めたるもの。
一、建物を建設し百貨店の支店分店として賃貸せしめる計画に関しても、其の建設省が之に要する敷地の買収をなしたるも
の（中略）合名会社丸物が当市に支店を新設したるは10月14日なるものにて明らかに自制協定に背反するものなり（中略）

　　 若し不幸此の侭放任せられんか、単に当地一個の問題たるのみならず全国百貨店対小売業者の抗争を益々激成し、延
いては重大なる事態の発生をも憂慮されると共に百貨店法の制定を急がざるべからざるのやむなきに至るものと信ず。

　　昭和7年11月16日
備考） 表9と同じ。



昭和七年豊橋市への京都丸物の進出と反対運動

（30）

（30）77

表18　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その5：『東海朝日新聞』）

【63】 「百貨店続々出現　中小商工業者の正に死活問題　此のまま放任すれば自滅の外ない　商工会議所も積極的に対策を

研究」11月8日付、2頁

【64】「伸びゆく大資本の触手　暮の激しい商戦を前に悩まされる小商店」11月16日付、3頁

【65】「丸物百貨店の進出に果然、反対の叫び　市内の小売商人が結束して主務省に陳情運動」11月17日付、3頁

【66】「他の百貨店の続々侵入を防ぐ」11月17日付、3頁

【67】「丸物反対陳情　代表者今夜上京　陳情書」11月17日付、3頁

【68】「百貨店進出問題　小売業者の採るべき態度」11月18日付、1頁

【69】 「丸物反対運動結局、立ち消えか　会議所が中心でなければ駄目　折角の陳情も水泡に帰す　論拠も頗る薄弱」11月

22日付、3頁

【70】「会議所の態度に小売業者ら大憤慨　例の『丸物』問題に頗る冷淡　成り行き重大視さる」11月23日付、2頁

【71】 「『丸物』問題はなかなかの難物　陳情団、不得要領で帰る　組合側の主張を今一度調査　その上で態度決定」11月

28日付、1頁

【72】「断乎頑張る　丸物側の方針」11月28日付、1頁

【73】「会議所のフラフラ腰　小売業者が痛撃　存在無価値の論さえ飛んで　丸物問題愈々複雑化」11月30日付、2頁

【74】「商工会議所の出様如何が問題　小売業者の結束愈々固く　『丸物』問題険悪化す」12月2日付、2頁

【75】「商品制限で丸物は営業？　火花を散らした業者の主張　13日更に会見」12月10日付、3頁

【76】「神野会頭等　丸物の実地検分　注目される明日の会見」12月13日付、3頁

【77】「丸物問題　きょう第2次会見　解決出来るかどうか」12月14日付、3頁

【78】「三条件を付し丸物問題の落着　増資、改築不可等々　代表者今日商工省に出頭」12月15日付、3頁

【79】「条件付で丸物問題解決」12月17日付、3頁
備考） 表10と同じ。

表19　昭和7年丸物の進出と反対運動の動向（その6：『豊橋新報』）

【80】「百貨店の濫設に小売店側も対策講究　主務省に取締方を陳情し侵略対抗策をも講ず」：11月15日付、3頁

【81】「百貨店法違反で閉鎖方を当局に陳情　先ず丸物をヤリ玉に豊橋小売商店の運動」11月16日付、3頁

【82】「百貨店進出反対　陳情代表上京　16日三氏が出京」11月17日付、2頁

【83】「百貨店進出反対　会議所を中心に活動　各方面に実情を具陳して小売商店代表者帰る」11月20日付、3頁

【84】「小売商店団結して飽くまで目的貫徹　百貨店進出問題に対して事態は益々紛糾せし」12月5日付、1頁

【85】「丸物の社長来豊し小売商代表と折衝　閉鎖か共同経営かで小売商も態度極らず」12月8日付、3頁

【86】「経営方針制限の条件付きで妥協？　小売商店対丸物問題　13日更に再会見」12月10日付、3頁

【87】「小売商対丸物が今日第2回の会見　丸物側の意見如何によって条件付きで円満解決？」12月13日付、3頁
備考） 表10と同じ。
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調
べ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
清
和
会
は
、
丸
物
の
進
出
を
全

国
的
な
反
百
貨
店
運
動
の
問
題
や
百
貨
店
法
の
制
定
実
現
に
つ
な
げ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
陳
情
書
が
見
事
な
文
面
に
な
っ
て
い
た
と
と
も
に
、
当
時

の
反
百
貨
店
運
動
の
激
し
さ
が
知
れ
る
。

　

な
お
、
十
二
月
十
六
日
の
商
工
会
議
所
の
商
業
部
会
で
次
の
よ
う
に
報
告

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る）
46
（

。
上
記
の
新
聞
記
事
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
も
掲
げ
て
お
く
。

　
　

一
、  

京
都
市
に
本
店
を
有
す
る
合
名
会
社
丸
物
百
貨
店
豊
橋
支
店
設
置

紛
議
に
関
す
る
件

　
　
　

 

神
野
会
頭
よ
り
本
件
紛
議
の
発
生
に
伴
い
商
工
省
係
官
の
諮
問
に
答

え
、
百
貨
店
協
会
お
よ
び
丸
物
対
小
売
商
側
代
表
者
の
意
見
を
聴
し
、

事
件
の
拡
大
を
出
来
得
る
限
り
防
止
し
、
公
の
問
題
と
せ
ず
、
自
分

限
り
に
於
い
て
鋭
意
調
停
斡
旋
に
努
め
た
結
果
、
去
る
十
三
日
双
方

の
了
解
な
り
、
円
満
に
解
決
を
遂
げ
、
十
五
日
関
係
者
を
同
伴
、
鈴

木
理
事
を
上
京
せ
し
め
、
其
の
手
続
き
を
了
し
た
経
過
を
報
告
し
、

各
員
之
れ
を
承
認
し
、
午
後
五
時
散
会
し
た
。

　

こ
の
内
容
か
ら
商
工
会
議
所
の
会
頭
で
あ
っ
た
神
野
が
、
商
業
部
会
に
お

い
て
反
対
運
動
の
問
題
を
上
手
く
収
拾
し
た
場
面
が
容
易
に
浮
か
び
、
丸
物

の
進
出
を
歓
迎
し
て
い
た
と
も
受
け
取
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

図2　昭和5 ～ 7年豊橋市内の小売商を中心とした関係図
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五
、
お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
関
係
を
図
2
・
3
に
示
し
、
か
つ

四
つ
に
結
論
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

第
一
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
丸
物
の
支
店
以
外
に
も
、
豊
橋
市

の
旧
商
業
地
域
に
二
つ
の
地
元
百
貨
店
が
開
店
し
、
し
か
も
広
小
路
通
り
の

新
商
業
地
域
に
新
た
な
商
店
街
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
百
貨
店
の
登
場

と
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
商
店
街
の
組
織
化
が
豊
橋
市
に
商
業
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
豊
橋
市
は
、
こ
の
時
期
か
ら
商
工
業
都
市
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
浮
か

び
あ
が
っ
た）

47
（

（
図
2
）。

　

第
二
。
そ
の
な
か
で
大
き
な
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
十
月
二
十
一
日
に
京
都
駅
前
を
本
店
と
す
る
丸
物
が
、
広
小

路
通
り
の
一
角
の
神
明
町
界
隈
に
支
店
を
開
店
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
豊
橋
市
で
開
業
し
て
い
た
百
貨
店
業
態
を
意
識
し
た
物
産

館
か
ら
丸
物
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

実
際
に
は
物
産
館
の
大
原
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
有
力
者
が
丸
物
の
支
店
を

誘
致
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
消
費
者
や
市
内
小
売
商
に
も
丸
物
の
進
出
に
対
し
て
賛
成
派
が

存
在
し
、
か
つ
豊
橋
市
は
勿
論
、
商
工
会
議
所
も
反
対
運
動
に
対
し
大
き
な

動
き
を
み
せ
て
お
ら
ず
、
調
停
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
豊
橋

市
の
発
展
の
た
め
に
大
都
市
系
百
貨
店
の
進
出
を
認
め
、
豊
橋
市
の
物
産
品

の
販
売
を
五
つ
の
和
解
条
件
に
交
ぜ
て
い
た
と
も
十
分
推
測
で
き
る
。
こ
の

図3　豊橋市における反百貨店運動の構図
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背
景
に
は
、
昭
和
初
期
に
国
産
振
興
が
図
ら
れ
、
地
方
都
市
に
お
い
て
産
業

や
地
元
物
産
を
主
眼
と
し
た
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
を
意
識
し
た
豊
橋
市
・
商
工
会
議
所
で
は
、
丸
物
の
支
店

設
置
を
京
都
本
店
と
の
物
産
展
に
関
す
る
交
渉
の
呼
び
水
と
し
て
期
待
し
て

い
た
ふ
し
が
あ
る）

48
（

（
図
3
）。

　

第
三
。
豊
橋
市
初
の
市
外
資
本
に
よ
る
百
貨
店
の
開
店
に
際
し
て
猛
烈
な

反
対
運
動
が
生
じ
た
も
の
の
、
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
鎮
静
化
し
、
両
者
は
和
解

を
み
た
。
そ
の
の
ち
年
末
に
向
け
て
一
気
に
百
貨
店
間
の
競
争
が
激
し
く
な

り
、
市
内
小
売
商
を
圧
迫
し
た
。
鎮
静
化
の
背
景
に
は
、
市
内
小
売
商
が
一

枚
岩
で
な
く
、
丸
物
の
進
出
を
反
対
し
た
大
商
店
か
ら
な
る
清
和
会
と
、
こ

れ
以
外
の
中
小
小
売
商
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
死
の
営
業
展
開
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
図
3
）。

　

第
四
。
丸
物
に
よ
る
豊
橋
市
へ
の
支
店
設
置
は
、
ま
ず
名
古
屋
市
や
東
海

地
方
へ
の
進
出
を
狙
っ
て
い
た
経
営
戦
略
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
丸
物
は

岐
阜
支
店
に
続
く
、
そ
れ
も
豊
橋
市
の
中
心
商
業
地
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
広

小
路
通
り
で
支
店
を
開
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
う
え
丸
物
は
、
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
名
古
屋
市
へ
支
店
（
三
星
）
を
設
置
し
、
ま
た

社
長
中
林
の
実
弟
で
あ
っ
た
谷
が
同
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
浜
松
市
へ
グ

ル
ー
プ
店
と
な
る
松
菱
を
開
業
し
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
丸
物
の
豊
橋

市
へ
の
進
出
が
成
就
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
た
支

店
拡
大
の
発
展
の
大
き
な
礎
と
も
な
っ
た）
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。
す
な
わ
ち
、
豊
橋
市
へ
の
支
店

設
置
は
、
丸
物
の
全
国
的
展
開
の
足
掛
か
り
を
築
い
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ

う
。

注
記

（
1
） 

拙
稿
①「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」（『
中

部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
②
「
昭
和

十
一
年
浜
松
市
の
松
菱
開
設
反
対
運
動
と
そ
の
背
景
」（『
同
人
文
学
部
研
究
論

集
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
2
） 

前
掲
注
（
1
）
①
。

（
3
） 

前
掲
注
（
1
）
①
の
図
1
（
四
十
六
頁
）、②
の
図
1
（
三
十
七
頁
）
を
参
照
。

（
4
） 

拙
稿
「
昭
和
初
期
豊
橋
市
の
百
貨
店
出
張
販
売
対
抗
策
と
中
心
商
店
街
の
成

立
―
地
方
都
市
に
お
け
る
近
代
的
商
業
地
域
の
形
成
―
」（『
中
部
大
学
人
文
学

部
研
究
論
集
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
5
） 

前
掲
注
（
4
）。

（
6
） 

『
昭
和
十
年
全
国
商
店
街
調
査
資
料 

別
巻
（
編
集
復
刻
版
）』（
不
二
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
所
収
の
平
井
泰
太
郎
「
商
店
街
の
動
向
」
八
〜
九
頁
。
ま
た
、

田
中
道
雄
『
商
店
街
経
営
の
研
究
―
潮
流
・
変
革
・
展
望
―
』（
中
央
経
済
社
、

一
九
九
五
年
）
六
三
頁
で
は
、
商
店
街
の
成
立
・
発
展
史
に
お
い
て
従
来
ま
で

の
商
店
街
概
念
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、（
一
）
形
成
面
と
し
て
は
、

そ
の
多
く
は
自
然
発
生
的
に
か
つ
最
近
は
か
な
り
の
部
分
を
人
工
的
に
も
整
備

さ
れ
た
地
域
的
商
業
集
積
で
あ
り
、
小
売
中
心
の
商
店
集
団
で
あ
る
。（
二
）

機
能
面
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
買
物
の
場
と
し
て
、
地
域
の
中
心
機
能
を
も

ち
、
地
域
の
生
活
文
化
熟
成
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
「
顔
」
で
あ
る
。（
三
）

組
織
面
と
し
て
は
、
共
同
活
動
を
推
進
す
る
母
体
と
な
り
う
る
組
織
さ
れ
た
中

小
小
売
商
の
集
団
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
新
雅
史
『
商
店
街
は
な
ぜ
滅
び
る
の

か
―
社
会
・
政
治
・
経
済
史
か
ら
探
る
再
生
の
道
―
』（
光
文
社
、二
〇
一
二
年
）

や
、『
流
通
情
報
』（
流
通
経
済
研
究
所
）
に
お
い
て
二
〇
一
四
年
か
ら
掲
載
さ

れ
て
い
る
石
原
武
政
の
一
連
の
商
店
街
、
商
店
法
関
連
の
研
究
が
あ
る
。

（
7
） 
前
掲
注
（
6
）
の
『
昭
和
十
年
全
国
商
店
街
調
査
資
料
（
編
集
復
刻
版
）』

の
別
巻
お
よ
び
第
一
巻
を
使
用
し
た
。
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（
8
） 

「
平
面
デ
パ
ー
ト
」
の
表
現
は
拙
著
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
―
企
業
家
の

革
新
と
経
営
組
織
の
確
立
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
〇
年
）
三
二
六
頁
、

「
横
の
デ
パ
ー
ト
」「
横
の
百
貨
店
」
の
表
現
は
新
前
掲
『
商
店
街
は
な
ぜ
滅
び

る
の
か
』
七
九
〜
八
一
頁
を
参
照
。

（
9
） 
前
掲
注
（
4
）、
三
五
〜
三
八
頁
。

（
10
） 

近
年
で
は
、
満
薗
勇
「
戦
後
日
本
の
小
売
商
店
に
お
け
る
職
住
関
係
―
商
店

街
の
空
き
店
舗
問
題
に
寄
せ
て
―
」（『
現
代
思
想
』
第
四
十
六
巻
第
五
号
、
二

〇
一
八
年
）
の
な
か
で
、
店
舗
併
用
住
宅
に
つ
い
て
の
鋭
い
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

（
11
） 

前
掲
注
（
4
）、
一
八
・
二
二
頁
。

（
12
） 

前
掲
注
（
4
）、
二
八
〜
三
八
・
四
一
〜
四
二
頁
。

（
13
） 

前
掲
注
（
4
）、
二
八
〜
三
八
頁
。

（
14
） 

『
参
陽
新
報
』
昭
和
七
年
五
月
六
日
付
、
三
頁
の
「
喫
茶
店
時
代 

カ
フ
ェ
ー

を
圧
倒
し
て
ま
す
ま
す
喫
茶
店
激
増 
豊
橋
署
管
内
に
女
給
四
百
名
」。

（
15
） 

前
掲
注
（
8
）
の
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
二
五
七
〜
二
九
四
頁
。

（
16
） 

『
仁
風　

故
中
林
社
長
追
悼
特
集
号
』（
丸
物
仁
風
会
、
一
九
六
〇
年
）
六
〜

一
三
・
七
六
〜
八
四
頁
。

（
17
） 

狩
野
弘
一
編
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）
二

六
五
頁
。

（
18
） 

前
掲
注
（
17
）、
二
五
九
頁
。

（
19
） 

『
岐
阜
市
史 

通
史
編 

近
代
』（
岐
阜
市
、一
九
八
一
年
）
六
三
一
〜
六
三
二
頁
。

（
20
） 

前
掲
注
（
17
）、
二
六
〇
頁
。

（
21
） 

『
株
式
会
社
三
越
一
〇
〇
年
の
記
録
』（
株
式
会
社
三
越
、
二
〇
〇
五
年
）
一

二
五
〜
一
三
一
頁
、『
松
坂
屋
百
年
史
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
二
〇
一
〇
年
）

七
五
〜
七
六
頁
。

（
22
） 

前
掲
注
（
16
）、
九
・
七
九
・
八
三
頁
。

（
23
） 

大
森
修
『
豊
橋
財
界
史
』（
豊
橋
文
化
協
会
、
一
九
七
三
年
）
一
九
四
頁
。

（
24
） 

『
豊
橋
市
史 

第
四
巻
』（
豊
橋
市
、
一
九
八
七
年
）
六
六
七
頁
。

（
25
） 

前
掲
注
（
4
）、
一
五
・
一
九
・
二
二
頁
。

（
26
） 

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
第
百
十
四
号
（
昭
和
五
年
十
月
）
十
五
頁
。

（
27
） 

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
第
百
十
六
号
（
昭
和
五
年
十
二
月
）
六
頁
。

（
28
） 

前
掲
注
（
26
）。『
豊
橋
商
工
案
内 

昭
和
六
年
度
』（
豊
橋
商
工
会
議
所
、
一

九
三
一
年
）
一
〇
八
頁
に
は
「
物
産
百
貨
及
食
料
品
売
買
業
」
と
あ
る
。
ま
た
、

『
豊
橋
商
工
案
内 

昭
和
五
年
度
』（
豊
橋
商
工
会
議
所
、
一
九
三
〇
年
）
九
八

頁
と
前
掲
『
豊
橋
商
工
案
内 

昭
和
六
年
度
』
一
一
一
頁
に
は
、
同
じ
「
清
水

町
二
十
」
の
住
所
で
、「
昭
和
二
年
六
月
十
八
日
」
に
設
立
さ
れ
た
営
業
種
目

が
「
洋
物
袋
物
文
房
具
雑
貨
販
売
業
」
の
「
合
資
会
社
豊
橋
バ
ザ
ー
」
と
い
う

小
売
業
が
み
え
る
。
テ
ナ
ン
ト
式
の
建
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
29
） 

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
第
百
三
十
八
号
（
昭
和
七
年
十
月
）
一
〇
〜
一

一
頁
。

（
30
） 

当
時
丸
物
は
合
名
会
社
で
あ
っ
た
。
中
林
の
ほ
か
、
谷
政
二
郎
は
実
弟
で
あ

り
、
中
林
捨
次
郎
は
実
父
で
あ
っ
た
。
前
掲
注
（
16
）、
七
頁
。

（
31
） 

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
第
百
三
十
九
号
（
昭
和
七
年
十
一
月
）
八
頁
。

（
32
） 

『
豊
橋
商
工
案
内 

昭
和
八
年
度
』（
豊
橋
商
工
会
議
所
、
一
九
三
三
年
）
八

頁
（
但
し
豊
橋
市
内
諸
会
社
目
次
）。

（
33
） 

前
掲
注
（
32
）、
二
八
頁
（
但
し
豊
橋
市
内
諸
会
社
目
次
）。

（
34
） 

筆
者
が
確
認
し
た
四
紙
と
は
、『
豊
橋
新
報
』昭
和
七
年
十
月
五
日
付（
三
頁
）・

七
日
付
（
二
頁
）・
十
日
付
（
一
頁
）、『
新
朝
報
』
同
七
年
十
月
五
日
付
（
一
頁
）、

『
参
陽
新
報
』
同
七
年
十
月
五
日
付
（
一
頁
）、『
東
海
朝
日
新
聞
』
同
七
年
十

月
七
日
付
（
三
頁
）・
十
日
付
（
四
頁
）
で
あ
る
。

（
35
） 

商
品
祭
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
4
）、
九
〜
十
・
二
五
〜
二
七
頁
。

（
36
） 

こ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
筆
者
が
六
紙
を
隈
な
く
確
か
め
た
が
、
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

（
37
） 

前
掲
注
（
23
）、
一
九
四
〜
一
九
六
頁
。

（
38
） 
前
掲
注
（
24
）、
六
六
七
〜
六
六
九
頁
。
六
六
九
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
前
掲
注
（
23
）
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
39
） 

こ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
筆
者
が
六
紙
を
注
意
深
く
確
か
め
た
が
、
見
当
た
ら
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な
か
っ
た
。

（
40
） 

旭
デ
パ
ー
ト
と
エ
ビ
ス
屋
百
貨
店
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
昭
和
七
年
豊
橋
市

に
お
け
る
地
元
百
貨
店
の
成
立
経
緯
と
営
業
展
開
」（『
日
本
商
業
施
設
学
会
第

十
七
回
研
究
発
表
論
集
』
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
41
） 
公
開
経
営
指
導
協
会
編
『
日
本
小
売
業
運
動
史　

戦
前
編
』（
公
開
経
営
指

導
協
会
、
一
九
八
三
年
）
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

（
42
） 

伊
藤
と
は
、
伊
藤
重
治
郎
事
務
長
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
日
本

百
貨
店
協
会
一
〇
年
史
』（
日
本
百
貨
店
協
会
、
一
九
五
九
年
）
五
頁
。

（
43
）
表
7
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、『
豊
橋
日
日
新
聞
』
の
丸
物
に
関
す
る
最
初

の
記
事
は
、
昭
和
七
年
十
一
月
十
六
日
付
（
二
頁
）「
小
売
商
の
百
貨
店
対
策 

三
十
六
組
合
調
印
」
で
、
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
二
日
付
（
一
頁
）「
百
貨
店

の
統
制
」、
同
年
十
二
月
三
日
付
（
一
頁
）「
小
売
商
の
問
題
」
と
あ
り
、
ま
た

同
年
十
二
月
十
三
日
付
（
一
頁
）「
平
素
の
心
掛
け
」
も
み
ら
れ
る
。

（
44
） 

丸
物
で
は
な
い
が
、松
坂
屋
の
名
古
屋
本
店
に
お
い
て「
豊
橋
物
産
陳
列
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。『
新
愛
知
』
昭
和
三
年
七
月
二
十
日
付
、
八
頁
の
広
告

を
参
照
。

（
45
） 

前
掲
注
（
23
）、
一
九
六
頁
に
お
い
て
「
こ
う
い
う
雰
囲
気
の
な
か
で
、
丸

物
は
次
第
に
商
品
を
豊
富
に
し
売
場
を
拡
張
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
、

覚
書
の
調
印
に
先
立
っ
て
、
地
主
の
熊
田
嘉
平
を
通
じ
て
地
元
工
作
費
が
流
さ

れ
、
小
売
商
代
表
の
加
藤
専
二
が
単
独
で
私
消
し
た
一
件
が
明
る
み
に
出
さ
れ
、

あ
と
味
の
悪
い
幕
切
れ
で
あ
っ
た
」
と
の
、
誘
致
側
の
存
在
を
示
す
興
味
あ
る

指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
46
） 

『
豊
橋
商
工
会
議
所
月
報
』
第
百
四
十
一
号
（
昭
和
八
年
一
月
）
一
三
頁
。

（
47
） 

拙
稿
の
商
店
街
の
成
立
状
況
で
分
析
し
た
新
聞
記
事
の
内
容
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
は
次
の
課
題
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
2
の
構
図
に
つ
い
て
も
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
48
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
路
勝
彦
『
地
方
都
市
の
覚
醒 

大
正
昭
和
戦
前
史 

博
覧
会
篇
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
が
頗
る
詳
し
い
。

（
49
） 

前
掲
注
（
16
）
の
ほ
か
、『
谷
政
二
郎
会
長
追
悼
録
』（
松
菱
、一
九
八
〇
年
）

を
参
照
。

附
記

　

本
稿
は
、
日
本
商
業
施
設
学
会
中
部
部
会
例
会
第
六
十
七
回
（
二
〇
一
七
年
十
月
）・

第
七
十
一
回
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
で
の
報
告
を
経
て
、
同
学
会
第
十
七
回
全
国
大
会

（
二
〇
一
八
年
八
月
）
の
自
由
論
題
で
報
告
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
加
藤
勇
夫
先
生
、
同
大
学
教
授
の
尾
碕
眞
先
生
お
よ
び
脇
田

弘
久
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
商
業
施
設
学
会
中
部
部
会
、
お
よ
び
全
国
大
会
で
多
く

の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

　

ま
た
、
豊
橋
市
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
新
聞
資
料
（
デ
ジ
タ
ル
版
）
を
は
じ
め
商
業

関
係
の
史
資
料
収
集
な
ど
で
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度

中
部
大
学
特
別
研
究
費
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
平
成
二
十
九
年
度
人
文
科
学
研

究
助
成
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
々
に
心
よ
り
大
変
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

 

（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
二
日　
　

受
理
）
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